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ろ
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験
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し
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山
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委
員
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熊
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。
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が
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協
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催
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学園祭

模擬店やフリーマーケットのブース

白熱したバレーボール大会

観客席に詰めかけた来場者 クイズ体大王

第58回第58回  雨山祭雨山祭 ｢結（リンク）｣｢結（リンク）｣
テーマ　多彩にテーマ　多彩に

兵庫県出身。兵庫・北条高校ではバスケットボール部。１年生の昨年、大学祭「雨山祭」兵庫県出身。兵庫・北条高校ではバスケットボール部。１年生の昨年、大学祭「雨山祭」
の実行委員を務め、２年生の今年は実行委員長。他にオープンキャンパス運営学生チームの実行委員を務め、２年生の今年は実行委員長。他にオープンキャンパス運営学生チーム
「Bow!can’s」（ボーキャンズ）、ハンドボール部女子交流戦「フレンドリーマッチ」の運営「Bow!can’s」（ボーキャンズ）、ハンドボール部女子交流戦「フレンドリーマッチ」の運営
メンバーも務める。スポーツマネジメントコース所属。メンバーも務める。スポーツマネジメントコース所属。
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こ
と
も
多
か
っ
た
。
で
も
、

無
事
開
催
で
き
て
、
委
員
長
を
や
っ
て
よ
か

無
事
開
催
で
き
て
、
委
員
長
を
や
っ
て
よ
か

っ
た
と
思
う
。

っ
た
と
思
う
。

―
―
―
―
一
番
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は

一
番
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は

地
域
の
お
店
か
ら
協
賛
金
を
い
た
だ
く
な

地
域
の
お
店
か
ら
協
賛
金
を
い
た
だ
く
な

ど
、
大
学
に
い
る
だ
け
で
は
で
き
な
い
社
会

ど
、
大
学
に
い
る
だ
け
で
は
で
き
な
い
社
会

経
験
が
で
き
た
こ
と
。
協
力
い
た
だ
い
た
方

経
験
が
で
き
た
こ
と
。
協
力
い
た
だ
い
た
方

に
還
元
す
る
た
め
に
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

に
還
元
す
る
た
め
に
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

広
告
を
載
せ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
大
学

広
告
を
載
せ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
大
学

祭
を
盛
り
上
げ
て
学
生
に
も
地
域
か
ら
参
加

祭
を
盛
り
上
げ
て
学
生
に
も
地
域
か
ら
参
加

し
た
方
に
も
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ

し
た
方
に
も
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
、
委
員
み
ん
な
で
頑
張
っ
た
。

と
思
い
、
委
員
み
ん
な
で
頑
張
っ
た
。

―
―
―
―��

雨
山
祭
は
１
年
生
が
実
行
委
員
を
務

雨
山
祭
は
１
年
生
が
実
行
委
員
を
務

め
る
こ
と
が
伝
統
だ
が
、
そ
の
理
由

め
る
こ
と
が
伝
統
だ
が
、
そ
の
理
由

はは
体
大
生
は
実
習
や
ク
ラ
ブ
が
忙
し
く
、
３

体
大
生
は
実
習
や
ク
ラ
ブ
が
忙
し
く
、
３

年
生
で
は
時
間
が
な
い
こ
と
が
理
由
に
あ
る

年
生
で
は
時
間
が
な
い
こ
と
が
理
由
に
あ
る

と
思
う
。
だ
が
、
１
年
生
が
何
も
知
ら
な
い

と
思
う
。
だ
が
、
１
年
生
が
何
も
知
ら
な
い

状
態
で
実
行
委
員
会
に
入
り
、
一
か
ら
考
え

状
態
で
実
行
委
員
会
に
入
り
、
一
か
ら
考
え

る
こ
と
で
、
斬
新
な
企
画
や
ア
イ
デ
ア
を
出

る
こ
と
で
、
斬
新
な
企
画
や
ア
イ
デ
ア
を
出

し
て
く
れ
る
。
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
と
思
う
。

し
て
く
れ
る
。
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
と
思
う
。

―
―
な
ぜ
１
年
生
の
時
に
実
行
委
員
会
に

―
―
な
ぜ
１
年
生
の
時
に
実
行
委
員
会
に

参
加
し
た
の
か

参
加
し
た
の
か

高
校
の
時
、
体
大
の
こ
と
を
調
べ
る
う
ち

高
校
の
時
、
体
大
の
こ
と
を
調
べ
る
う
ち

に
イ
ン
ス
タ
で
雨
山
祭
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
見

に
イ
ン
ス
タ
で
雨
山
祭
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
見

つ
け
て
興
味
を
持
っ
た
。
昨
年
は
実
行
委
員

つ
け
て
興
味
を
持
っ
た
。
昨
年
は
実
行
委
員

会
の
プ
レ
ハ
ブ
の
中
で
１
年
生
同
士
の
距
離

会
の
プ
レ
ハ
ブ
の
中
で
１
年
生
同
士
の
距
離

が
グ
ン
と
縮
ま
り
、
自
分
た
ち
の
や
り
た
い

が
グ
ン
と
縮
ま
り
、
自
分
た
ち
の
や
り
た
い

雨
山
祭
が
で
き
た
と
思
っ
た
。
さ
ら
に
、
学

雨
山
祭
が
で
き
た
と
思
っ
た
。
さ
ら
に
、
学

生
の
う
ち
に
も
っ
と
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
た

生
の
う
ち
に
も
っ
と
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
た

い
し
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
広
げ
る
こ
と

い
し
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
広
げ
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
、
委
員
長
に
立
候
補
し
た
。

が
大
事
だ
と
思
い
、
委
員
長
に
立
候
補
し
た
。

―
―
―
―
大
学
の
４
年
間
で
や
り
た
い
こ
と
は

大
学
の
４
年
間
で
や
り
た
い
こ
と
は

高
校
で
は
先
生
に
言
わ
れ
て
動
く
と
こ
ろ

高
校
で
は
先
生
に
言
わ
れ
て
動
く
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
が
、
大
学
に
来
て
一
番
思
う
の
は
、

が
あ
っ
た
が
、
大
学
に
来
て
一
番
思
う
の
は
、

自
分
か
ら
動
か
な
い
と
何
も
得
ら
れ
な
い
。

自
分
か
ら
動
か
な
い
と
何
も
得
ら
れ
な
い
。

逆
に
大
学
で
は
自
分
の
好
き
な
こ
と
が
で
き

逆
に
大
学
で
は
自
分
の
好
き
な
こ
と
が
で
き

る
時
間
が
あ
り
、
自
分
か
ら
動
け
ば
何
で
も

る
時
間
が
あ
り
、
自
分
か
ら
動
け
ば
何
で
も

で
き
る
。
こ
れ
か
ら
は
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、

で
き
る
。
こ
れ
か
ら
は
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、

自
分
が
小
学
生
の
こ
ろ
大
学
生
に
指
導
し
て

自
分
が
小
学
生
の
こ
ろ
大
学
生
に
指
導
し
て

も
ら
っ
て
楽
し
か
っ
た
自
然
学
校
の
リ
ー

も
ら
っ
て
楽
し
か
っ
た
自
然
学
校
の
リ
ー

ダ
ー
に
も
挑
戦
し
た
い
。

ダ
ー
に
も
挑
戦
し
た
い
。

西
に し む ら

村 颯
そ う ち

知 さん

スポーツ科学部・２年スポーツ科学部・２年
旬 大体大生な

第58回雨山祭実行委員長

西
村
颯
知
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

２
年
、
兵
庫
・
北
条
高
校
）
は
「
学
生

の
う
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
た
い

か
ら
」
と
大
学
祭
「
雨
山
祭
」
の
実
行

委
員
長
に
立
候
補
し
た
。ほ
か
に
も
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
マ

ッ
チ
な
ど
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
奔
走
す
る
。

西
村
さ
ん
に
学
生
生
活
で
の
や
り
が
い
、

楽
し
さ
に
つ
い
て
聞
い
た
。

学
園
祭
「
第
58
回
雨
山
祭
」
が
、
10
月
25
、

26
日
、
熊
取
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
結
（
リ
ン
ク
）」。
学

生
同
士
、
地
域
の
方
々
な
ど
、
多
く
の
人
々

に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
と
い
う
思

い
が
込
め
ら
れ
た
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
横
に
並
ん
だ
テ
ン
ト
で
は
、

学
生
た
ち
が
焼
き
鳥
屋
さ
ん
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
運
営
。
フ
リ
模
擬
で
は
、
た
い
焼

き
、
か
ら
あ
げ
、
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
丼
、
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
、
ク
レ
ー
プ
、
ア
サ
イ
ー
ボ
ウ

ル
な
ど
の
グ
ル
メ
が
提
供
さ
れ
た
。

球
技
イ
ベ
ン
ト
も
人
気
で
、
第
４
体
育
館

で
は
「
ド
ッ
ジ
ビ
ー
」「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
が

行
わ
れ
、
事
前
に
参
加
申
し
込
み
を
し
て
い

た
学
生
が
参
加
し
た
。
ド
ッ
ジ
ビ
ー
は
ソ
フ

ト
デ
ィ
ス
ク
を
使
っ
た
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
形
式

の
ゲ
ー
ム
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
白
熱
し
た

対
戦
と
な
り
、体
大
生
ら
し
く
全
力
で
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
ん
だ
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
・
シ
ャ

ト
ル
ラ
ン
、
ク
イ
ズ
体
大
王
な
ど
で
学
生
が

競
い
合
っ
た
。
毎
年
恒
例
の
「
の
ど
自
慢
大

会
」
で
は
元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
声
で
会
場
を

盛
り
上
げ
た
。

ま
た
、
今
年
は
お
笑
い
芸
人
を
多
数
招
き
、

レ
イ
ザ
ー
ラ
モ
ン
Ｈ
Ｇ
さ
ん
が
司
会
し
た
ビ

ン
ゴ
大
会
や
ミ
サ
イ
ル
マ
ン
、
マ
イ
ス
イ
ー

ト
メ
モ
リ
ー
ズ
、
モ
ン
ス
タ
ー
エ
ン
ジ
ン
、

エ
グ
ス
プ
ロ
ー
ジ
ョ
ン
な
ど
の
お
笑
い
ラ
イ

ブ
で
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

２
日
間
、
雨
が
激
し
く
降
る
場
面
も
あ
っ

た
が
、
観
客
席
に
は
、
地
域
の
方
々
の
ほ
か
、

ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
、
司
会
を
務
め
た
学
生

や
ス
テ
ー
ジ
で
出
場
し
た
学
生
の
ご
家
族
の

方
も
応
援
に
か
け
つ
け
、
ス
テ
ー
ジ
と
観
客

席
が
一
体
と
な
り
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ

た
。最

後
に
、
雨
山
祭
実
行
委
員
全
員
が
ス

テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
運
営
に
関
わ
っ
た
感
想

を
話
し
た
。「
雨
山
祭
で
仲
間
と
つ
な
が
り
、

多
く
の
人
の
協
力
が
あ
っ
て
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
、
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
経
験
が

で
き
た
」
と
涙
を
流
す
学
生
も
い
た
。

学園祭

模擬店やフリーマーケットのブース

白熱したバレーボール大会

観客席に詰めかけた来場者 クイズ体大王

第58回第58回  雨山祭雨山祭 ｢結（リンク）｣｢結（リンク）｣
テーマ　多彩にテーマ　多彩に

兵庫県出身。兵庫・北条高校ではバスケットボール部。１年生の昨年、大学祭「雨山祭」兵庫県出身。兵庫・北条高校ではバスケットボール部。１年生の昨年、大学祭「雨山祭」
の実行委員を務め、２年生の今年は実行委員長。他にオープンキャンパス運営学生チームの実行委員を務め、２年生の今年は実行委員長。他にオープンキャンパス運営学生チーム
「Bow!can’s」（ボーキャンズ）、ハンドボール部女子交流戦「フレンドリーマッチ」の運営「Bow!can’s」（ボーキャンズ）、ハンドボール部女子交流戦「フレンドリーマッチ」の運営
メンバーも務める。スポーツマネジメントコース所属。メンバーも務める。スポーツマネジメントコース所属。
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フ
レ
ン
ド
リ
ー
マ
ッ
チ
は
２
０
１
７
年
、

親
交
が
あ
っ
た
大
阪
体
育
大
学
と
武
庫
川
女

子
大
学
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
女
子
間
で

開
催
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
だ
。
毎
年
、
交
互

に
両
大
学
で
開
催
さ
れ
、
今
年
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
は
武
庫
川
女
子
大
学
で
開
催
さ
れ

た
。
一
方
で
大
体
大
で
は
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
の
交
流
戦
が
隔
年
で
企
画
さ
れ
、
２
年
前

は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
男
子
、
今
年
は
女
子
の

交
流
戦
が
実
施
さ
れ
た
。

フ
レ
ン
ド
リ
ー
マ
ッ
チ
は
、
学
生
が
自
ら

企
画
し
て
、
有
料
試
合
を
運
営
す
る
こ
と
が

大
き
な
特
徴
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コ
ー
ス
の
学
生
や
試
合
の
企
画
・
運
営
に
関

心
が
あ
る
学
生
、
学
友
会
な
ど
、
今
年
は
25

名
が
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
結
成
。
統
括
、
企

画
、
広
報
、
渉
外
の
４
部
門
に
分
か
れ
、
全

ク
ラ
ブ
の
統
括
部
局
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
局
の

助
言
を
受
け
な
が
ら
、
７
月
ご
ろ
か
ら
週
１

回
の
全
体
会
議
、
各
部
門
の
会
議
な
ど
を
通

じ
て
準
備
を
重
ね
た
。
販
売
促
進
の
ア
イ
デ

ア
を
考
え
、
ス
ポ
ン
サ
ー
の
獲
得
、
ハ
ー
フ

タ
イ
ム
で
の
イ
ベ
ン
ト
内
容
や
チ
ケ
ッ
ト
・

ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
・
印
刷
、
前
売
り
券

販
売
、
当
日
の
運
営
な
ど
に
あ
た
っ
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
フ
レ
ン
ド

リ
ー
マ
ッ
チ
は
2
0
2
3
年
、
ス
ポ
ー
ツ
庁

か
ら
「
大
学
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
の

推
進
事
業
」
と
し
て
全
国
10
大
学
の
一
つ
に

選
定
さ
れ
た
。
今
年
は
一
般
社
団
法
人
大
学

ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
K
A
N
S
A
I

（
K
C
A
A
）
の
応
援
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

試
合
当
日
。
会
場
の
第
６
体
育
館
多
目
的

ア
リ
ー
ナ
に
は
、
両
大
学
や
チ
ー
ム
の
関
係

者
、
選
手
の
家
族
、
卒
業
生
、
各
ク
ラ
ブ
の

部
員
ら
多
数
が
詰
め
か
け
た
。

試
合
前
に
は
、
体
育
実
技
研
究
部
の
学
生

が
地
元
の
小
学
生
ら
を
招
き
、
ボ
ー
ル
鬼
ご

っ
こ
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
競
技
の
楽
し
さ
を
伝

え
、
大
阪
府
立
日
根
野
高
校
ダ
ン
ス
部
Ｉ
Ｒ

Ｉ
Ｓ
が
試
合
前
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
演
じ
、

ア
リ
ー
ナ
を
盛
り
上
げ
た
。

Ｄ
Ｊ
は
プ
ロ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
Ｄ
Ｊ
、
貢
藤

十
六
（
く
ど
う
・
と
う
ろ
く
）
さ
ん
。
イ
ベ

ン
ト
照
明
が
明
滅
し
、ア
リ
ー
ナ
は
コ
ン
サ
ー

ト
会
場
の
よ
う
に
シ
ョ
ー
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

試
合
は
午
後
６
時
半
、
ス
ロ
ー
オ
フ
。
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
攻
防
が
続
き
、
投
げ
、
跳
び
、

体
を
ぶ
つ
け
あ
う
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
の
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
魅
力
が
詰
ま
っ

た
プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ

た
。
コ
ー
ト
サ
イ
ド
の

観
客
席
は
家
族
や
地
域

の
方
ら
で
埋
ま
り
、
入

口
で
配
ら
れ
た
ハ
リ
セ

ン
を
叩
き
な
が
ら
、
応

援
し
た
。
ま
た
、
立
ち

見
の
２
階
席
に
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
男
女
、

硬
式
野
球
部
男
子
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
男
子
な

ど
多
く
の
ク
ラ
ブ
部
の

部
員
で
ぎ
っ
し
り
。
盛

ん
な
声
援
が
送
ら
れ
た
。

ハ
ー
フ
タ
イ
ム

に
は
、
大
阪
・
関

西
万
博
の
公
演

に
も
参
加
し
た
ダ

ン
ス
部
が
華
麗

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
披
露
。
続
い

て
、
関
西
で
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
実
力

を
誇
る
ダ
ブ
ル
ダ

ッ
チ
部
が
、
ロ
ー

プ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
織
り
交
ぜ
た

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

演
技
で
会
場
を

沸
か
せ
た
。

試
合
は
11
月

の
全
日
本
イ
ン

カ
レ
で
12
連
覇
を
達
成
し
た
大
阪
体
育
大
学

が
優
勢
に
試
合
を
進
め
、
新
チ
ー
ム
で
臨
ん

だ
関
西
学
院
大
学
に
45
‐
14
で
勝
利
し
た
。

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
サ
プ

ラ
イ
ズ
企
画
と
し
て
、
日
本
選
手
権
に
向
け

て
、
来
場
し
た
観
客
が
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
書
き
し
た
横
断
幕
が
、
学
生
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
か
ら
大
体
大
に
贈
ら
れ
、
高
来
葵
美

（
た
か
ぎ
・
あ
い
み
）
主
将
（
体
育
学
部
４

年
、
石
川
・
小
松
商
業
高
校
）、
東
瑚
華
（
あ

ず
ま
・
こ
の
か
）
選
手
（
体
育
学
部
３
年
、

千
葉
・
昭
和
学
院
高
校
）
と
学
生
ス
タ
ッ
フ

が
観
客
席
に
披
露
し
た
。

ま
た
、
Ｍ
Ｖ
Ｐ
は
好
セ
ー
ブ
を
連
発
し
た

Ｇ
Ｋ
の
比
嘉
楓
選
手
（
体
育
学
部
４
年
、
沖

縄
・
那
覇
西
高
校
）
が
選
ば
れ
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
ペ
ア
チ
ケ

ッ
ト
が
贈
ら
れ
た
。

最
後
に
、
高
来
主
将
が
「
イ
ン
カ
レ
12
連

覇
は
皆
さ
ん
の
応
援
の
お
か
げ
で
す
。
日
本

選
手
権
で
は
、
も
う
一
度
こ
の
メ
ン
バ
ー
で

日
本
一
を
目
指
し
て
全
力
で
戦
っ
て
き
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
楠
本
繁
生
監
督
は
「
関
西
学

院
大
学
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
だ
け
で
な
く
、

『
見
る
』『「
支
え
る
』
の
立
場
か
ら
こ
の
よ
う

な
場
を
用
意
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
日
応
援
に
来
て
く
れ
た

多
く
の
ク
ラ
ブ
と
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
、
大

阪
体
育
大
学
の
名
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
た
。

ま
た
、
関
西
学
院
大
学
の
田
中
志
織
主
将

は
「
新
チ
ー
ム
で
初
と
な
る
試
合
で
し
た
が
、

と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
大
阪
体

育
大
学
と
と
も
に
関
西
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」、
加
納
庸
光
監
督
は

「
大
阪
体
育
大
学
は
絶
対
王
者
で
す
が
、
そ
ん

な
チ
ー
ム
が
関
西
に
あ
る
の
は
誇
り
で
す
。

大
体
大
の
姿
を
追
い
か
け
て
頑
張
り
、
関
東

に
負
け
な
い
よ
う
、
と
も
に
関
西
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
す
」
と
語
っ
た
。

閉
幕
後
、
両
チ
ー
ム
は
い
っ
し
ょ
に
記
念

撮
影
を
し
、
健
闘
を
た
た
え
合
っ
た
。

フフ
レ
ン
ド
リ
ー

レ
ン
ド
リ
ー
マ
ッ
チ

マ
ッ
チ

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
交
流
戦
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー

マ
ッ
チ
2
0
2
5
」
が
12
月
５
日
、
大
阪
体
育
大
学

第
６
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
大
阪
体
育
大
学
と
関
西

学
院
大
学
が
対
戦
し
た
。
フ
レ
ン
ド
リ
ー
マ
ッ
チ
は

学
生
が
企
画
・
運
営
し
て
地
域
の
方
を
招
く
恒
例
の

イ
ベ
ン
ト
。
今
年
は
、
17
日
開
幕
の
日
本
選
手
権
で

初
優
勝
を
目
指
す
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
に
、
観
客

が
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
書
き
し
た
横
断
幕
が
サ

プ
ラ
イ
ズ
で
贈
呈
さ
れ
た
。

あいさつをする楠本繁生監督

体育実技研究部の学生が小学生らとハンドボール
レクリエーション

「日本選手権で日本一を目指す」と
あいさつをする高来葵美主将

MVPを受賞した比嘉楓選手 応援メッセージ横断幕を披露する選手と学生スタッフ

ハーフタイムイベントに出演したダンス部

得点の度に盛り上がるベンチ

ハンドボール交流戦フレンドリーマッチ。
コートサイド席は観客、２階席は応援の各クラブ部員で埋まった

両チームで記念撮影

ハーフタイムイベントでパフォーマンスをする
ダブルダッチ部

開場前のミーティングで最終確認をする学生
サポートチーム

スポットライトを浴びながら紹介されるスターティング７の選手

オープニングセレモニーを務めた日根野高校ダンス部ＩＲＩＳ
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フ
レ
ン
ド
リ
ー
マ
ッ
チ
は
２
０
１
７
年
、

親
交
が
あ
っ
た
大
阪
体
育
大
学
と
武
庫
川
女

子
大
学
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
女
子
間
で

開
催
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
だ
。
毎
年
、
交
互

に
両
大
学
で
開
催
さ
れ
、
今
年
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
は
武
庫
川
女
子
大
学
で
開
催
さ
れ

た
。
一
方
で
大
体
大
で
は
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
の
交
流
戦
が
隔
年
で
企
画
さ
れ
、
２
年
前

は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
男
子
、
今
年
は
女
子
の

交
流
戦
が
実
施
さ
れ
た
。

フ
レ
ン
ド
リ
ー
マ
ッ
チ
は
、
学
生
が
自
ら

企
画
し
て
、
有
料
試
合
を
運
営
す
る
こ
と
が

大
き
な
特
徴
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コ
ー
ス
の
学
生
や
試
合
の
企
画
・
運
営
に
関

心
が
あ
る
学
生
、
学
友
会
な
ど
、
今
年
は
25

名
が
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
結
成
。
統
括
、
企

画
、
広
報
、
渉
外
の
４
部
門
に
分
か
れ
、
全

ク
ラ
ブ
の
統
括
部
局
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
局
の

助
言
を
受
け
な
が
ら
、
７
月
ご
ろ
か
ら
週
１

回
の
全
体
会
議
、
各
部
門
の
会
議
な
ど
を
通

じ
て
準
備
を
重
ね
た
。
販
売
促
進
の
ア
イ
デ

ア
を
考
え
、
ス
ポ
ン
サ
ー
の
獲
得
、
ハ
ー
フ

タ
イ
ム
で
の
イ
ベ
ン
ト
内
容
や
チ
ケ
ッ
ト
・

ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
・
印
刷
、
前
売
り
券

販
売
、
当
日
の
運
営
な
ど
に
あ
た
っ
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
フ
レ
ン
ド

リ
ー
マ
ッ
チ
は
2
0
2
3
年
、
ス
ポ
ー
ツ
庁

か
ら
「
大
学
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
の

推
進
事
業
」
と
し
て
全
国
10
大
学
の
一
つ
に

選
定
さ
れ
た
。
今
年
は
一
般
社
団
法
人
大
学

ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
K
A
N
S
A
I

（
K
C
A
A
）
の
応
援
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

試
合
当
日
。
会
場
の
第
６
体
育
館
多
目
的

ア
リ
ー
ナ
に
は
、
両
大
学
や
チ
ー
ム
の
関
係

者
、
選
手
の
家
族
、
卒
業
生
、
各
ク
ラ
ブ
の

部
員
ら
多
数
が
詰
め
か
け
た
。

試
合
前
に
は
、
体
育
実
技
研
究
部
の
学
生

が
地
元
の
小
学
生
ら
を
招
き
、
ボ
ー
ル
鬼
ご

っ
こ
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
競
技
の
楽
し
さ
を
伝

え
、
大
阪
府
立
日
根
野
高
校
ダ
ン
ス
部
Ｉ
Ｒ

Ｉ
Ｓ
が
試
合
前
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
演
じ
、

ア
リ
ー
ナ
を
盛
り
上
げ
た
。

Ｄ
Ｊ
は
プ
ロ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
Ｄ
Ｊ
、
貢
藤

十
六
（
く
ど
う
・
と
う
ろ
く
）
さ
ん
。
イ
ベ

ン
ト
照
明
が
明
滅
し
、ア
リ
ー
ナ
は
コ
ン
サ
ー

ト
会
場
の
よ
う
に
シ
ョ
ー
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

試
合
は
午
後
６
時
半
、
ス
ロ
ー
オ
フ
。
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
攻
防
が
続
き
、
投
げ
、
跳
び
、

体
を
ぶ
つ
け
あ
う
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
の
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
魅
力
が
詰
ま
っ

た
プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ

た
。
コ
ー
ト
サ
イ
ド
の

観
客
席
は
家
族
や
地
域

の
方
ら
で
埋
ま
り
、
入

口
で
配
ら
れ
た
ハ
リ
セ

ン
を
叩
き
な
が
ら
、
応

援
し
た
。
ま
た
、
立
ち

見
の
２
階
席
に
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
男
女
、

硬
式
野
球
部
男
子
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
男
子
な

ど
多
く
の
ク
ラ
ブ
部
の

部
員
で
ぎ
っ
し
り
。
盛

ん
な
声
援
が
送
ら
れ
た
。

ハ
ー
フ
タ
イ
ム

に
は
、
大
阪
・
関

西
万
博
の
公
演

に
も
参
加
し
た
ダ

ン
ス
部
が
華
麗

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
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披
露
。
続
い

て
、
関
西
で
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
実
力

を
誇
る
ダ
ブ
ル
ダ

ッ
チ
部
が
、
ロ
ー

プ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
織
り
交
ぜ
た

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

演
技
で
会
場
を

沸
か
せ
た
。

試
合
は
11
月

の
全
日
本
イ
ン

カ
レ
で
12
連
覇
を
達
成
し
た
大
阪
体
育
大
学

が
優
勢
に
試
合
を
進
め
、
新
チ
ー
ム
で
臨
ん

だ
関
西
学
院
大
学
に
45
‐
14
で
勝
利
し
た
。

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
サ
プ

ラ
イ
ズ
企
画
と
し
て
、
日
本
選
手
権
に
向
け

て
、
来
場
し
た
観
客
が
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
書
き
し
た
横
断
幕
が
、
学
生
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
か
ら
大
体
大
に
贈
ら
れ
、
高
来
葵
美

（
た
か
ぎ
・
あ
い
み
）
主
将
（
体
育
学
部
４

年
、
石
川
・
小
松
商
業
高
校
）、
東
瑚
華
（
あ

ず
ま
・
こ
の
か
）
選
手
（
体
育
学
部
３
年
、

千
葉
・
昭
和
学
院
高
校
）
と
学
生
ス
タ
ッ
フ

が
観
客
席
に
披
露
し
た
。

ま
た
、
Ｍ
Ｖ
Ｐ
は
好
セ
ー
ブ
を
連
発
し
た

Ｇ
Ｋ
の
比
嘉
楓
選
手
（
体
育
学
部
４
年
、
沖

縄
・
那
覇
西
高
校
）
が
選
ば
れ
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
ペ
ア
チ
ケ

ッ
ト
が
贈
ら
れ
た
。

最
後
に
、
高
来
主
将
が
「
イ
ン
カ
レ
12
連

覇
は
皆
さ
ん
の
応
援
の
お
か
げ
で
す
。
日
本

選
手
権
で
は
、
も
う
一
度
こ
の
メ
ン
バ
ー
で

日
本
一
を
目
指
し
て
全
力
で
戦
っ
て
き
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
楠
本
繁
生
監
督
は
「
関
西
学

院
大
学
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
だ
け
で
な
く
、

『
見
る
』『「
支
え
る
』
の
立
場
か
ら
こ
の
よ
う

な
場
を
用
意
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
日
応
援
に
来
て
く
れ
た

多
く
の
ク
ラ
ブ
と
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
、
大

阪
体
育
大
学
の
名
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
た
。

ま
た
、
関
西
学
院
大
学
の
田
中
志
織
主
将

は
「
新
チ
ー
ム
で
初
と
な
る
試
合
で
し
た
が
、

と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
大
阪
体

育
大
学
と
と
も
に
関
西
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」、
加
納
庸
光
監
督
は

「
大
阪
体
育
大
学
は
絶
対
王
者
で
す
が
、
そ
ん

な
チ
ー
ム
が
関
西
に
あ
る
の
は
誇
り
で
す
。

大
体
大
の
姿
を
追
い
か
け
て
頑
張
り
、
関
東

に
負
け
な
い
よ
う
、
と
も
に
関
西
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
す
」
と
語
っ
た
。

閉
幕
後
、
両
チ
ー
ム
は
い
っ
し
ょ
に
記
念

撮
影
を
し
、
健
闘
を
た
た
え
合
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た
。
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レ
ン
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レ
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ッ
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ン
ド
ボ
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ル
部
女
子
交
流
戦
「
フ
レ
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リ
ー
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ッ
チ
2
0
2
5
」
が
12
月
５
日
、
大
阪
体
育
大
学

第
６
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
大
阪
体
育
大
学
と
関
西

学
院
大
学
が
対
戦
し
た
。
フ
レ
ン
ド
リ
ー
マ
ッ
チ
は

学
生
が
企
画
・
運
営
し
て
地
域
の
方
を
招
く
恒
例
の

イ
ベ
ン
ト
。
今
年
は
、
17
日
開
幕
の
日
本
選
手
権
で

初
優
勝
を
目
指
す
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
に
、
観
客

が
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
書
き
し
た
横
断
幕
が
サ

プ
ラ
イ
ズ
で
贈
呈
さ
れ
た
。

あいさつをする楠本繁生監督

体育実技研究部の学生が小学生らとハンドボール
レクリエーション

「日本選手権で日本一を目指す」と
あいさつをする高来葵美主将

MVPを受賞した比嘉楓選手 応援メッセージ横断幕を披露する選手と学生スタッフ

ハーフタイムイベントに出演したダンス部
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開場前のミーティングで最終確認をする学生
サポートチーム

スポットライトを浴びながら紹介されるスターティング７の選手

オープニングセレモニーを務めた日根野高校ダンス部ＩＲＩＳ

OUHSジャーナル vol.237（2025.12）OUHSジャーナル vol.237（2025.12） 34



ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
の
世
界
的
な
権
威
で
あ
る
国
立
台
湾
師
範
大

学
の
張
育
愷
（
チ
ャ
ン
・
ユ
カ
イ
）
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
学
部
特
聘
教
授
ら
が
９
月
29
、
30
日
に
大
阪
体
育
大
学
を
訪

れ
、
両
大
学
に
よ
る
学
術
・
文
化
交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
。

一
行
は
張
教
授
と
事
務
補
佐
の
１
名
、
大
学
院
生
７
名
の
９
名
。

29
日
は
神
﨑
浩
学
長
を
表
敬
訪
問
。
30
日
は
研
究
交
流
会
が
大
会

議
室
で
行
わ
れ
、
張
教
授
が
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

両
大
学
の
大
学
院
生
に
よ
る
口
頭
発
表
、
両
大
学
に
よ
る
ポ
ス

タ
ー
発
表
も
あ
り
、
国
立
台
湾
師
範
大
学
の
大
学
院
生
に
よ
る
創

作
ダ
ン
ス
の
披
露
、
記
念
撮
影
な
ど
を
通
し
て
交
流
を
深
め
た
。

ま
た
、
中
国
拳
法
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
一
行
は
剣
道
、

柔
道
の
授
業
に
参
加
し
た
ほ
か
、
日
本
の
武
道
と
中
国
拳
法
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
た
。

大
阪
体
育
大
学
の
野
田
賢
治
理
事
長
、
神
﨑
浩
学
長
ら
代
表
団

が
10
月
13
～
15
日
、
中
国
の
上
海
体
育
大
学
を
公
式
訪
問
し
た
。

本
学
と
上
海
体
育
大
学
は
、
今
年
4
月
25
日
、
上
海
体
育
大
学

の
魏
建
軍
副
学
長
ら
の
来
訪
を
受
け
、
両
大
学
間
に
お
け
る
友
好

交
流
覚
書
（
Ｍ
Ｏ
Ｕ
）
を
締
結
し
て
い
る
。

一
行
は
、
訪
問
初
日
に
楊
浦
区
に
あ
る
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

視
察
。
翌
日
に
は
、
毛
丽
娟
学
長
を
表
敬
訪
問
し
、
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
の
張
哲
セ
ン
タ
ー
長
ら
と
共
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
会

談
の
冒
頭
、
毛
学
長
は
地
理
的
に
近
い
大
阪
と
の
関
係
強
化
を
通

じ
て
、
教
職
員
や
学
生
の
交
流
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
た
い

と
述
べ
た
。
野
田
理
事
長
は
約
40
年
前
に
本
学
と
上
海
体
育
大
学

と
の
交
流
が
始
ま
っ
た

経
緯
に
触
れ
な
が
ら
、

今
回
の
相
互
訪
問
を

契
機
に
、
大
阪
と
上
海

の
両
大
学
の
地
理
的

近
接
性
を
活
か
し
た
学

生
・
教
職
員
の
実
質
的

な
交
流
が
早
期
に
実

現
し
、
両
大
学
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
と
述
べ

た
。
神
﨑
学
長
は
「
大

学
間
の
学
術
交
流
は

も
ち
ろ
ん
、
教
職
員
・

学
生
間
の
人
的
交
流

も
今
後
ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
」と
強
調
し
た
。

東
日
本
大
震
災
被
災
地
で
支
援
活
動
に
あ
た

る
「
第
18
回
サ
ン
ラ
イ
ズ
キ
ャ
ン
プ　

被
災
地

復
興
支
援
活
動
i
n
福
島
」
が
９
月
15
～
18
日

の
３
泊
４
日
、
福
島
県
南
相
馬
市
で
実
施
さ
れ

た
。「

サ
ン
ラ
イ
ズ
キ
ャ
ン
プ
」
は
東
日
本
大
震
災

が
起
き
た
2
0
1
1
年
の
10
月
、
福
島
県
か
ら

大
阪
に
避
難
し
た
子
ど
も
た
ち
と
学
生
が
大
学

構
内
で
１
泊
の
キ
ャ
ン
プ
で
交
流
し
ス
タ
ー
ト

し
た
。
翌
12
年
は
が

れ
き
や
土
砂
の
撤
去

が
中
心
だ
っ
た
が
、

13
年
か
ら
は
地
域
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携

し
、
高
齢
者
へ
の
体
力
測
定
や
仮
設
住
宅
で
の

サ
ロ
ン
活
動
、
公
園
な
ど
遊
ぶ
場
を
な
く
し
た

子
ど
も
た
ち
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
、
そ
の

時
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
内
容
を
少
し
ず
つ
変

え
な
が
ら
、
支
援
活
動
を
継
続
し
て
き
た
。
学

生
た
ち
が
健
康
科
学
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
な
ど
大

学
で
学
ん
だ
知
識
を
活
か
し
、「
体
育
大
学
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
支
援
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
、
今
年
は
応

募
が
あ
っ
た
学
生
16
名
と
、
第
１
回
か
ら
参
加

し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
・
池
島
明
子
教
授

（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
健
康
づ
く
り
）、
中
山

健
教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
）
ら
教
職
員
４
名

の
計
20
名
が
参
加
し
た
。

一
行
は
仙
台
空
港
に
到
着
し
た
後
、
津
波
や

原
発
事
故
の
被
害
な
ど
を
伝
え
る
東
日
本
大
震

災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
や
地
震
・
津
波
の
被

害
の
状
況
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
残
る
震
災
遺
構
の

浪
江
町
立
請
戸
小
学
校
な
ど
を
見
学
し
た
。
夜

は
地
元
の
N
P
O
法
人「
つ
な
が
っ
ぺ
南
相
馬
」

元
代
表
の
今
野
由
喜
さ
ん
か
ら
、
車
ご
と
津
波

に
の
み
こ
ま
れ
た
体
験
談
を
聴
い
た
。
16
日
は

学
生
が
地
域
の
高
齢
者
の
体
力
、
筋
肉
量
、
骨

密
度
な
ど
を
測
定
し
て
デ
ー
タ
を
渡
し
、
自
宅

で
手
軽
に
で
き
る
健
康
体
操
を
レ
ク
チ
ャ
ー
す

る
「
お
元
気
度
チ
ェ
ッ
ク
」
を
実
施
。
毎
年
参

加
す
る
高
齢
者
も
多
く
、
昨
年
も
キ
ャ
ン
プ
に

参
加
し
て
親
し
く
な
っ
た
学
生
か
ら
「
○
○
さ

ん
、
こ
の
数
値
が
去
年
よ
り
上
が
っ
て
い
ま
す

よ
」
と
説
明
を
受
け
る
な
ど
交
流
し
た
。
地
域

ふ
れ
あ
い
交
流
会
で
高
齢
者
の
方
と
学
生
が
卓

球
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、
地
元
の
小
学
生
と
は
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
交
流
し
た
。
17
、
18
日

は
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
J
R
小
高
駅
前

や
近
く
の
工
場
で
の
草
取
り
、
み
ょ
う
が
の
栽

培
施
設
で
の
収
穫
な
ど
の
環
境
整
備
活
動
に
取

り
組
ん
だ
。

福
島
県
南
相
馬
市
出
身
の
体
育
学
部
３
年
、

サ
ッ
カ
ー
部
男
子
の
池
田
翔
（
し
ょ
う
）
さ
ん

（
学
法
石
川
高
校
）
は
初
め
て
参
加
し
、「
福
島

と
い
う
と
、
周
囲
か
ら
津
波
や
震
災
、
原
発
事

故
の
こ
と
を
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
変
え
た
い
。
福
島
は
サ
ッ

カ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
県
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
。
教
員
に
な
っ
た
ら
キ
ャ
ン
プ
の
経
験
を

活
か
し
て
、
福
島
の
復
興
に
尽
く
し
た
い
」
と

感
想
を
語
っ
て
い
た
。

上
海
体
育
大
学
を

訪
問

野
田
賢
治
理
事
長
ら

サ
ン
ラ
イ
ズ
キ
ャ
ン
プ

18
回
目　
学
生
が
福
島
復
興
を
支
援

台
湾
国
立
体
育
大
学
の
湯
文
慈
競
技
学
部
長
ら
教
員
４

名
、
大
学
院
生
５
名
が
９
月
22
日
、
大
阪
体
育
大
学
を
訪
れ
、

両
大
学
に
よ
る
大
学
院
研
究
交
流
発
表
会
が
開
催
さ
れ
た
。

研
究
交
流
発
表
会
は
小
菅
萌
准
教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
心
理

学
）、
近
藤
衣
美
講
師
（
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
）、
下
河
内
洋
平

教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
医
学
）、
藤
原
敏
行
教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ

オ
メ
カ
ニ
ク
ス
）、
橋
本
祐
介
教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
医
学
）
が
順

に
座
長
を
務
め
、
両
大
学
の
大
学
院
生
各
５
名
の
発
表
の
後
、

質
疑
が
行
わ
れ
た
。

発
表
会
修
了
後
は
副
学
長
の
浜
田
拓
教
授（
運
動
生
理
学
）

の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
神
﨑
浩
学
長
と
湯
学
部
長
が
記
念
品

を
交
換
し
た
。

午
後
は
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
竹

内
亮
教
授
（
理
学
療
法
学
）
が
座
長
を
務
め
た
。
そ
の
後
、

一
行
は
、
下
河
内
教
授
、
石
川
昌
紀
教

授
（
身
体
運
動
中
の
神
経
筋
機
能
メ
カ

ニ
ク
ス
）
の
研
究
室
を
視
察
し
た
。

台湾国立体育大学と
大学院研究交流発表会

国立台湾師範大学と交流
スポーツ心理学の権威招く

国立台湾師範大学の張育愷教授と神﨑浩学長ら

大阪体育大学と上海体育大学の公式会談［上海体育大学提供］

東日本大震災・原子力災害伝承館を見学する学生

サンライズキャンプに参加した学生、教職員

JR小高駅前や近くの工場で草取りをする学生

「お元気度チェック」で学生が高齢者に健康体操をレクチャー

地元の小学生とドッジボールを楽しむ

地域の高齢者と卓球で交流する学生

研究交流発表会に参加した大阪体育大学、台湾国立体育大学のメンバー
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ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
の
世
界
的
な
権
威
で
あ
る
国
立
台
湾
師
範
大

学
の
張
育
愷
（
チ
ャ
ン
・
ユ
カ
イ
）
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
学
部
特
聘
教
授
ら
が
９
月
29
、
30
日
に
大
阪
体
育
大
学
を
訪

れ
、
両
大
学
に
よ
る
学
術
・
文
化
交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
。

一
行
は
張
教
授
と
事
務
補
佐
の
１
名
、
大
学
院
生
７
名
の
９
名
。

29
日
は
神
﨑
浩
学
長
を
表
敬
訪
問
。
30
日
は
研
究
交
流
会
が
大
会

議
室
で
行
わ
れ
、
張
教
授
が
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

両
大
学
の
大
学
院
生
に
よ
る
口
頭
発
表
、
両
大
学
に
よ
る
ポ
ス

タ
ー
発
表
も
あ
り
、
国
立
台
湾
師
範
大
学
の
大
学
院
生
に
よ
る
創

作
ダ
ン
ス
の
披
露
、
記
念
撮
影
な
ど
を
通
し
て
交
流
を
深
め
た
。

ま
た
、
中
国
拳
法
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
一
行
は
剣
道
、

柔
道
の
授
業
に
参
加
し
た
ほ
か
、
日
本
の
武
道
と
中
国
拳
法
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
た
。

大
阪
体
育
大
学
の
野
田
賢
治
理
事
長
、
神
﨑
浩
学
長
ら
代
表
団

が
10
月
13
～
15
日
、
中
国
の
上
海
体
育
大
学
を
公
式
訪
問
し
た
。

本
学
と
上
海
体
育
大
学
は
、
今
年
4
月
25
日
、
上
海
体
育
大
学

の
魏
建
軍
副
学
長
ら
の
来
訪
を
受
け
、
両
大
学
間
に
お
け
る
友
好

交
流
覚
書
（
Ｍ
Ｏ
Ｕ
）
を
締
結
し
て
い
る
。

一
行
は
、
訪
問
初
日
に
楊
浦
区
に
あ
る
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

視
察
。
翌
日
に
は
、
毛
丽
娟
学
長
を
表
敬
訪
問
し
、
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
の
張
哲
セ
ン
タ
ー
長
ら
と
共
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
会

談
の
冒
頭
、
毛
学
長
は
地
理
的
に
近
い
大
阪
と
の
関
係
強
化
を
通

じ
て
、
教
職
員
や
学
生
の
交
流
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
た
い

と
述
べ
た
。
野
田
理
事
長
は
約
40
年
前
に
本
学
と
上
海
体
育
大
学

と
の
交
流
が
始
ま
っ
た

経
緯
に
触
れ
な
が
ら
、

今
回
の
相
互
訪
問
を

契
機
に
、
大
阪
と
上
海

の
両
大
学
の
地
理
的

近
接
性
を
活
か
し
た
学

生
・
教
職
員
の
実
質
的

な
交
流
が
早
期
に
実

現
し
、
両
大
学
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
と
述
べ

た
。
神
﨑
学
長
は
「
大

学
間
の
学
術
交
流
は

も
ち
ろ
ん
、
教
職
員
・

学
生
間
の
人
的
交
流

も
今
後
ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
」と
強
調
し
た
。

東
日
本
大
震
災
被
災
地
で
支
援
活
動
に
あ
た

る
「
第
18
回
サ
ン
ラ
イ
ズ
キ
ャ
ン
プ　

被
災
地

復
興
支
援
活
動
i
n
福
島
」
が
９
月
15
～
18
日

の
３
泊
４
日
、
福
島
県
南
相
馬
市
で
実
施
さ
れ

た
。「

サ
ン
ラ
イ
ズ
キ
ャ
ン
プ
」
は
東
日
本
大
震
災

が
起
き
た
2
0
1
1
年
の
10
月
、
福
島
県
か
ら

大
阪
に
避
難
し
た
子
ど
も
た
ち
と
学
生
が
大
学

構
内
で
１
泊
の
キ
ャ
ン
プ
で
交
流
し
ス
タ
ー
ト

し
た
。
翌
12
年
は
が

れ
き
や
土
砂
の
撤
去

が
中
心
だ
っ
た
が
、

13
年
か
ら
は
地
域
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携

し
、
高
齢
者
へ
の
体
力
測
定
や
仮
設
住
宅
で
の

サ
ロ
ン
活
動
、
公
園
な
ど
遊
ぶ
場
を
な
く
し
た

子
ど
も
た
ち
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
、
そ
の

時
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
内
容
を
少
し
ず
つ
変

え
な
が
ら
、
支
援
活
動
を
継
続
し
て
き
た
。
学

生
た
ち
が
健
康
科
学
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
な
ど
大

学
で
学
ん
だ
知
識
を
活
か
し
、「
体
育
大
学
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
支
援
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
、
今
年
は
応

募
が
あ
っ
た
学
生
16
名
と
、
第
１
回
か
ら
参
加

し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
・
池
島
明
子
教
授

（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
健
康
づ
く
り
）、
中
山

健
教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
）
ら
教
職
員
４
名

の
計
20
名
が
参
加
し
た
。

一
行
は
仙
台
空
港
に
到
着
し
た
後
、
津
波
や

原
発
事
故
の
被
害
な
ど
を
伝
え
る
東
日
本
大
震

災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
や
地
震
・
津
波
の
被

害
の
状
況
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
残
る
震
災
遺
構
の

浪
江
町
立
請
戸
小
学
校
な
ど
を
見
学
し
た
。
夜

は
地
元
の
N
P
O
法
人「
つ
な
が
っ
ぺ
南
相
馬
」

元
代
表
の
今
野
由
喜
さ
ん
か
ら
、
車
ご
と
津
波

に
の
み
こ
ま
れ
た
体
験
談
を
聴
い
た
。
16
日
は

学
生
が
地
域
の
高
齢
者
の
体
力
、
筋
肉
量
、
骨

密
度
な
ど
を
測
定
し
て
デ
ー
タ
を
渡
し
、
自
宅

で
手
軽
に
で
き
る
健
康
体
操
を
レ
ク
チ
ャ
ー
す

る
「
お
元
気
度
チ
ェ
ッ
ク
」
を
実
施
。
毎
年
参

加
す
る
高
齢
者
も
多
く
、
昨
年
も
キ
ャ
ン
プ
に

参
加
し
て
親
し
く
な
っ
た
学
生
か
ら
「
○
○
さ

ん
、
こ
の
数
値
が
去
年
よ
り
上
が
っ
て
い
ま
す

よ
」
と
説
明
を
受
け
る
な
ど
交
流
し
た
。
地
域

ふ
れ
あ
い
交
流
会
で
高
齢
者
の
方
と
学
生
が
卓

球
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、
地
元
の
小
学
生
と
は
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
交
流
し
た
。
17
、
18
日

は
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
J
R
小
高
駅
前

や
近
く
の
工
場
で
の
草
取
り
、
み
ょ
う
が
の
栽

培
施
設
で
の
収
穫
な
ど
の
環
境
整
備
活
動
に
取

り
組
ん
だ
。

福
島
県
南
相
馬
市
出
身
の
体
育
学
部
３
年
、

サ
ッ
カ
ー
部
男
子
の
池
田
翔
（
し
ょ
う
）
さ
ん

（
学
法
石
川
高
校
）
は
初
め
て
参
加
し
、「
福
島

と
い
う
と
、
周
囲
か
ら
津
波
や
震
災
、
原
発
事

故
の
こ
と
を
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
変
え
た
い
。
福
島
は
サ
ッ

カ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
県
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
。
教
員
に
な
っ
た
ら
キ
ャ
ン
プ
の
経
験
を

活
か
し
て
、
福
島
の
復
興
に
尽
く
し
た
い
」
と

感
想
を
語
っ
て
い
た
。

上
海
体
育
大
学
を

訪
問

野
田
賢
治
理
事
長
ら

サ
ン
ラ
イ
ズ
キ
ャ
ン
プ

18
回
目　
学
生
が
福
島
復
興
を
支
援

台
湾
国
立
体
育
大
学
の
湯
文
慈
競
技
学
部
長
ら
教
員
４

名
、
大
学
院
生
５
名
が
９
月
22
日
、
大
阪
体
育
大
学
を
訪
れ
、

両
大
学
に
よ
る
大
学
院
研
究
交
流
発
表
会
が
開
催
さ
れ
た
。

研
究
交
流
発
表
会
は
小
菅
萌
准
教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
心
理

学
）、
近
藤
衣
美
講
師
（
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
）、
下
河
内
洋
平

教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
医
学
）、
藤
原
敏
行
教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ

オ
メ
カ
ニ
ク
ス
）、
橋
本
祐
介
教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
医
学
）
が
順

に
座
長
を
務
め
、
両
大
学
の
大
学
院
生
各
５
名
の
発
表
の
後
、

質
疑
が
行
わ
れ
た
。

発
表
会
修
了
後
は
副
学
長
の
浜
田
拓
教
授（
運
動
生
理
学
）

の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
神
﨑
浩
学
長
と
湯
学
部
長
が
記
念
品

を
交
換
し
た
。

午
後
は
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
竹

内
亮
教
授
（
理
学
療
法
学
）
が
座
長
を
務
め
た
。
そ
の
後
、

一
行
は
、
下
河
内
教
授
、
石
川
昌
紀
教

授
（
身
体
運
動
中
の
神
経
筋
機
能
メ
カ

ニ
ク
ス
）
の
研
究
室
を
視
察
し
た
。

台湾国立体育大学と
大学院研究交流発表会

国立台湾師範大学と交流
スポーツ心理学の権威招く

国立台湾師範大学の張育愷教授と神﨑浩学長ら

大阪体育大学と上海体育大学の公式会談［上海体育大学提供］

東日本大震災・原子力災害伝承館を見学する学生

サンライズキャンプに参加した学生、教職員

JR小高駅前や近くの工場で草取りをする学生

「お元気度チェック」で学生が高齢者に健康体操をレクチャー

地元の小学生とドッジボールを楽しむ

地域の高齢者と卓球で交流する学生

研究交流発表会に参加した大阪体育大学、台湾国立体育大学のメンバー
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第
４
回
B
F
A
女
子
野
球
ア

ジ
ア
カ
ッ
プ
が
10
～
11
月
、中
国
・

杭
州
で
開
催
さ
れ
、
侍
ジ
ャ
パ
ン

女
子
日
本
代
表
は
決
勝
で
台
湾
を

８
‐
０
で
降
し
、
７
戦
全
勝
で
４

連
覇
を
達
成
し
た
。

代
表
チ
ー
ム
は
全
員
大
学
生
で

編
成
さ
れ
、
大
阪
体
育
大
学
か
ら

最
多
の
５
名
が
出
場
。
横
井
光
治

監
督
は
コ
ー
チ
を
務
め
た
。

５
名
は
柏
﨑
咲
和（
か
し
ざ
き
・

さ
わ
）
投
手
（
体
育
学
部
４
年
、

福
井
工
業
大
学
附
属
福
井
高
校
）、

山
本
一
花
（
い
ち
か
）
捕
手
（
体

育
学
部
４
年
、
大
阪
・
履
正
社
高

校
）、
畑
中
ゆ
り
あ
二
塁
手
（
体
育

学
部
４
年
、
埼
玉
・
花
咲
徳
栄
高

校
）、
木
村
睦
実
（
む
つ
み
）
一
塁

手
（
体
育
学
部
４
年
、
京
都
・
両

洋
高
校
）、
荒
川
莉
子
遊
撃
手
（
体

育
学
部
３
年
、
鹿
児
島
・
神
村
学

園
高
等
部
）。

柏
﨑
選
手
は
12
回
を
投
げ
て
防

御
率
0
.
0
0
で
２
勝
を
挙
げ
、

最
優
秀
選
手
と
最
優
秀
防
御
率
を

獲
得
。
畑
中
選
手
は
19
打
数
15
安

打
、
打
率
７
割
８
分
９
厘
で
首
位

打
者
、
最
多
得
点
（
12
点
）
と
ベ

ス
ト
ナ
イ
ン
。
日
本
代
表
で
主
将

を
務
め
た
山
本
選
手
は
ベ
ス
ト
ナ

イ
ン
を
獲
得
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
12
月
５
日
、
浪
商

学
園
・
野
田
賢
治
理
事
長
、
神
﨑

浩
学
長
に
優
勝
を
報
告
し
、
優
勝

メ
ダ
ル
な
ど
を
披
露
し
た
。

柏
﨑
選
手
は
「
優
勝
が
決
ま
っ

た
瞬
間
は
一
生
忘
れ
な
い
。
最
高

の
瞬
間
を
最
高
の
仲
間
と
つ
か
め

た
」、
主
将
の
山
本
選
手
は
「
普
段

は
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
戦
っ
て
い
る

選
手
同
士
が
試
合
を
重
ね
る
に
つ

れ
一
つ
の
チ
ー
ム
に
な
っ
て
い
っ

た
」、
首
位
打
者
の
畑
中
選
手
は

「
イ
ン
カ
レ
で
は
打
率
１
割
台
と
苦

し
ん
だ
が
、『
選
ば
れ
る
だ
け
の
実

力
が
あ
っ
た
』
と
周
囲
に
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
頑
張
っ
た
」、
唯
一

の
３
年
生
の
荒
川
は
「
自
分
の
強

み
の
守
備
が
代
表
で
も
通
用
す
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

で
の
経
験
を
大
学
で
活
か
し
た
い
」

と
そ
れ
ぞ
れ
大
会
を
振
り
返
っ
た
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
高
松
宮
記
念
杯
男
子
第
68
回
・
女
子

第
61
回
全
日
本
学
生
選
手
権
大
会
は
11
月
６
日
、
金
沢
市

の
い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
男
女
の
決
勝
が

行
わ
れ
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
は
筑
波
大
学
を
35
‐
23

（
前
半
20
‐
10
）
で
降
し
、
最
長
連
覇
記
録
を
さ
ら
に
更
新

す
る
12
連
覇
（
13
回
目
優
勝
）
を
達
成
し
た
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
は
１
回
戦
か
ら
の
５
試
合
を
通

じ
て
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
中
央
で
加
藤
真
央
（
ス
ポ
ー
ツ

科
学
部
１
年
、
千
葉
・
昭
和
学
院
高
校
）、
中
尾
藍
（
ス

ポ
ー
ツ
科
学
部
２
年
、
京
都
・
洛
北
高
校
）
が
長
身
を
活

か
し
て
守
り
の
中
心
と
な
っ
て
リ
ズ
ム
を
つ
か
み
、
得
意

の
速
攻
に
つ
な
げ
た
。
再
三
の
好
守
を
見
せ
た
G
K
比
嘉

楓
（
か
え
で
、
体
育
学
部
４
年
、
沖
縄
・
那
覇
西
高
校
）、

決
勝
で
11
得
点
を
挙
げ
た
奥
山
紗
彩
（
さ
あ
や
、
体
育
学

部
４
年
、
大
阪
・
四
天
王
寺
高
校
）
ら
４
年
生
と
下
級
生

の
力
が
融
合
し
た
。

本
学
男
子
は
ベ
ス
ト
８
だ
っ
た
。

表
彰
式
で
は
、
優
秀
選
手
賞
に
中
尾
、
加
藤
、
比
嘉
、

奥
山
、
坂
下
碧
（
み
ど
り
、
体
育
学
部
４
年
、
富
山
・
高

岡
向
陵
高
校
）
が
、
特
別
賞
に
小
林
実
杜
（
み
と
、
体
育

学
部
４
年
、
大
阪
・
四
天
王
寺
高
校
）
が
選
ば
れ
た
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
は
2
0
1
8
年
に
男
女
を
通
じ

た
新
記
録
と
な
る
６
連
覇
を
達
成
。
以
後
も
最
長
連
覇
記

録
を
更
新
し
続
け
て
い
る
。

楠
本
繁
生
監
督
は
「
12
連
覇
と
い
う
数
字
よ
り
も
、
今

年
、
優
勝
で
き
た
こ
と
の
ほ
う
が
大
き
い
。
学
生
ス
ポ
ー

ツ
な
の
で
１
年
１
年
選
手
が
変
わ
る
。
毎
年
新
し
い
チ
ー

ム
、
新
し
い
選
手
と
向
き
合
い
な
が
ら
戦
っ
て
き
た
」
と

話
し
て
い
る
。

陸
上
競
技
部
が
10
月
12
日
、
や
り
投
げ
の
祭
典

「
O
U
H
S 

J
a
v
e
l
i
n 

T
h
r
o
w 

F
e
s

t
i
v
a
l
」
を
陸
上
競
技
場
で
開
催
し
た
。

や
り
投
げ
（
ジ
ャ
ベ
リ
ン
・
ス
ロ
ー
）
だ
け
の
公
認

競
技
会
は
全
国
的
に
も
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
。
競
技
場

の
芝
生
養
生
や
安
全
管
理
の
観
点
か
ら
、
や
り
投
げ
、

ハ
ン
マ
ー
投
げ
、
円
盤
投
げ
と
い
っ
た
種
目
が
実
施
さ

れ
な
い
地
域
も
あ
る
と
い
い
、
や
り
投
げ
選
手
に
少
し

で
も
多
く
の
試
合
機
会
を
提
供
す
る
た
め
に
、
こ
の
大

会
が
企
画
さ
れ
た
。

参
加
者
は
、
高
校
の
部
男
女
、
一
般
の
部
男
女
に
分

か
れ
、
公
式
試
合
と
同
じ
ル
ー
ル
で
実
施
。
日
本
イ
ン

カ
レ
７
位
の
須
藤
勇
大
（
体
育
学
部
４
年
、
群
馬
、
前

橋
育
英
高
校
）
が
70
ｍ
超
え
を
連
発
す
る
な
ど
見
ご
た

え
の
あ
る
試
技
が
続
い
た
。

ま
た
、
卒
業
生
で
2
0
1
1
・
17
年
世
界
陸
上
出
場

の
宮
下
梨
沙
選
手
も
参
加
し
、
自
身
の
世
界
選
手
権
で

の
経
験
を
語
り
、
学
生
か
ら
の
質
問
に
答
え
た
。

侍
ジ
ャ
パ
ン
で
４
連
覇

女
子
ア
ジ
ア
杯
５
名
出
場

日
本
陸
上
競
技
連
盟

は
11
月
12
日
、

2
0
2
5
年
の
新
人
賞

４
人
を
発
表
し
、
本
学

か
ら
日
本
選
手
権
女
子

砲
丸
投
げ
優
勝
の
ス

ポ
ー
ツ
科
学
部
１
年
・

坂
ち
は
る
（
大
阪
体
育

大
学
浪
商
高
校
）
が
選

出
さ
れ
た
。

坂
は
浪
商
高
校
１
年

だ
っ
た
2
0
2
2
年
に

U
18
陸
上
競
技
大
会
で

優
勝
。
高
校
２
、３
年
で

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
２
連

覇
。
昨
年
の
日
本
選
手

権
で
は
高
校
生
な
が
ら
実
業
団
、
大
学
選
手

と
競
っ
て
8
位
入
賞
を
果
た
し
た
。
大
阪
体

育
大
学
に
は
、
大
学
を
挙
げ
て
ス
ポ
ー
ツ
科

学
な
ど
多
角
的
な
支
援
を
受
け
る
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ

選
抜
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
入
学
。
７
月
の
第

1
0
9
回
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
で
自

己
新
記
録
の
15
m
76
を
マ
ー
ク
し
、
初
優
勝

を
果
た
し
た
。
ま
た
、
９
月
の
U
20
東
ア
ジ

ア
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
（
香
港
）
で
は
、

15
m
25
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

坂
は
11
月
29
日
、
東
京
・
国
立
競
技
場
で

行
わ
れ
た
日
本
陸
連
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ス
・

ア
ワ
ー
ド
で
表
彰
さ
れ
た
。

坂
は
「
賞
を
い
た
だ
き
、
も
っ
と
頑
張
ろ

う
と
い
う
刺
激
に
な
っ
た
。
来
季
は
日
本
選

手
権
の
連
覇
を
目
指
し
、
１
年
生
の
今
年
よ

り
も
も
っ
と
海
外
の
試
合
に
出
場
で
き
る
よ

う
に
ト
ッ
プ
選
手
に
追
い
つ
い
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

偉
業
継
続
12
連
覇

イ
ン
カ
レ  

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子

12連覇を達成したハンドボール部女子

侍ジャパンとしてアジアカップで優勝した硬式野球部女子のメンバー野田賢治理事長らに優勝を報告するメンバー

12連覇を達成し12回胴上げされる楠本繁生監督 高来葵美主将

初めて開催された「OUHS Javelin Throw Festival」

国立競技場のビジョンに受賞した坂が映し出された

坂に日本陸連新人賞
日本選手権女子砲丸投げＶ

やり投げフェスティバル
陸上競技部が開催
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第
４
回
B
F
A
女
子
野
球
ア

ジ
ア
カ
ッ
プ
が
10
～
11
月
、中
国
・

杭
州
で
開
催
さ
れ
、
侍
ジ
ャ
パ
ン

女
子
日
本
代
表
は
決
勝
で
台
湾
を

８
‐
０
で
降
し
、
７
戦
全
勝
で
４

連
覇
を
達
成
し
た
。

代
表
チ
ー
ム
は
全
員
大
学
生
で

編
成
さ
れ
、
大
阪
体
育
大
学
か
ら

最
多
の
５
名
が
出
場
。
横
井
光
治

監
督
は
コ
ー
チ
を
務
め
た
。

５
名
は
柏
﨑
咲
和（
か
し
ざ
き
・

さ
わ
）
投
手
（
体
育
学
部
４
年
、

福
井
工
業
大
学
附
属
福
井
高
校
）、

山
本
一
花
（
い
ち
か
）
捕
手
（
体

育
学
部
４
年
、
大
阪
・
履
正
社
高

校
）、
畑
中
ゆ
り
あ
二
塁
手
（
体
育

学
部
４
年
、
埼
玉
・
花
咲
徳
栄
高

校
）、
木
村
睦
実
（
む
つ
み
）
一
塁

手
（
体
育
学
部
４
年
、
京
都
・
両

洋
高
校
）、
荒
川
莉
子
遊
撃
手
（
体

育
学
部
３
年
、
鹿
児
島
・
神
村
学

園
高
等
部
）。

柏
﨑
選
手
は
12
回
を
投
げ
て
防

御
率
0
.
0
0
で
２
勝
を
挙
げ
、

最
優
秀
選
手
と
最
優
秀
防
御
率
を

獲
得
。
畑
中
選
手
は
19
打
数
15
安

打
、
打
率
７
割
８
分
９
厘
で
首
位

打
者
、
最
多
得
点
（
12
点
）
と
ベ

ス
ト
ナ
イ
ン
。
日
本
代
表
で
主
将

を
務
め
た
山
本
選
手
は
ベ
ス
ト
ナ

イ
ン
を
獲
得
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
12
月
５
日
、
浪
商

学
園
・
野
田
賢
治
理
事
長
、
神
﨑

浩
学
長
に
優
勝
を
報
告
し
、
優
勝

メ
ダ
ル
な
ど
を
披
露
し
た
。

柏
﨑
選
手
は
「
優
勝
が
決
ま
っ

た
瞬
間
は
一
生
忘
れ
な
い
。
最
高

の
瞬
間
を
最
高
の
仲
間
と
つ
か
め

た
」、
主
将
の
山
本
選
手
は
「
普
段

は
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
戦
っ
て
い
る

選
手
同
士
が
試
合
を
重
ね
る
に
つ

れ
一
つ
の
チ
ー
ム
に
な
っ
て
い
っ

た
」、
首
位
打
者
の
畑
中
選
手
は

「
イ
ン
カ
レ
で
は
打
率
１
割
台
と
苦

し
ん
だ
が
、『
選
ば
れ
る
だ
け
の
実

力
が
あ
っ
た
』
と
周
囲
に
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
頑
張
っ
た
」、
唯
一

の
３
年
生
の
荒
川
は
「
自
分
の
強

み
の
守
備
が
代
表
で
も
通
用
す
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

で
の
経
験
を
大
学
で
活
か
し
た
い
」

と
そ
れ
ぞ
れ
大
会
を
振
り
返
っ
た
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
高
松
宮
記
念
杯
男
子
第
68
回
・
女
子

第
61
回
全
日
本
学
生
選
手
権
大
会
は
11
月
６
日
、
金
沢
市

の
い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
男
女
の
決
勝
が

行
わ
れ
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
は
筑
波
大
学
を
35
‐
23

（
前
半
20
‐
10
）
で
降
し
、
最
長
連
覇
記
録
を
さ
ら
に
更
新

す
る
12
連
覇
（
13
回
目
優
勝
）
を
達
成
し
た
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
は
１
回
戦
か
ら
の
５
試
合
を
通

じ
て
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
中
央
で
加
藤
真
央
（
ス
ポ
ー
ツ

科
学
部
１
年
、
千
葉
・
昭
和
学
院
高
校
）、
中
尾
藍
（
ス

ポ
ー
ツ
科
学
部
２
年
、
京
都
・
洛
北
高
校
）
が
長
身
を
活

か
し
て
守
り
の
中
心
と
な
っ
て
リ
ズ
ム
を
つ
か
み
、
得
意

の
速
攻
に
つ
な
げ
た
。
再
三
の
好
守
を
見
せ
た
G
K
比
嘉

楓
（
か
え
で
、
体
育
学
部
４
年
、
沖
縄
・
那
覇
西
高
校
）、

決
勝
で
11
得
点
を
挙
げ
た
奥
山
紗
彩
（
さ
あ
や
、
体
育
学

部
４
年
、
大
阪
・
四
天
王
寺
高
校
）
ら
４
年
生
と
下
級
生

の
力
が
融
合
し
た
。

本
学
男
子
は
ベ
ス
ト
８
だ
っ
た
。

表
彰
式
で
は
、
優
秀
選
手
賞
に
中
尾
、
加
藤
、
比
嘉
、

奥
山
、
坂
下
碧
（
み
ど
り
、
体
育
学
部
４
年
、
富
山
・
高

岡
向
陵
高
校
）
が
、
特
別
賞
に
小
林
実
杜
（
み
と
、
体
育

学
部
４
年
、
大
阪
・
四
天
王
寺
高
校
）
が
選
ば
れ
た
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
は
2
0
1
8
年
に
男
女
を
通
じ

た
新
記
録
と
な
る
６
連
覇
を
達
成
。
以
後
も
最
長
連
覇
記

録
を
更
新
し
続
け
て
い
る
。

楠
本
繁
生
監
督
は
「
12
連
覇
と
い
う
数
字
よ
り
も
、
今

年
、
優
勝
で
き
た
こ
と
の
ほ
う
が
大
き
い
。
学
生
ス
ポ
ー

ツ
な
の
で
１
年
１
年
選
手
が
変
わ
る
。
毎
年
新
し
い
チ
ー

ム
、
新
し
い
選
手
と
向
き
合
い
な
が
ら
戦
っ
て
き
た
」
と

話
し
て
い
る
。

陸
上
競
技
部
が
10
月
12
日
、
や
り
投
げ
の
祭
典

「
O
U
H
S 

J
a
v
e
l
i
n 

T
h
r
o
w 

F
e
s

t
i
v
a
l
」
を
陸
上
競
技
場
で
開
催
し
た
。

や
り
投
げ
（
ジ
ャ
ベ
リ
ン
・
ス
ロ
ー
）
だ
け
の
公
認

競
技
会
は
全
国
的
に
も
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
。
競
技
場

の
芝
生
養
生
や
安
全
管
理
の
観
点
か
ら
、
や
り
投
げ
、

ハ
ン
マ
ー
投
げ
、
円
盤
投
げ
と
い
っ
た
種
目
が
実
施
さ

れ
な
い
地
域
も
あ
る
と
い
い
、
や
り
投
げ
選
手
に
少
し

で
も
多
く
の
試
合
機
会
を
提
供
す
る
た
め
に
、
こ
の
大

会
が
企
画
さ
れ
た
。

参
加
者
は
、
高
校
の
部
男
女
、
一
般
の
部
男
女
に
分

か
れ
、
公
式
試
合
と
同
じ
ル
ー
ル
で
実
施
。
日
本
イ
ン

カ
レ
７
位
の
須
藤
勇
大
（
体
育
学
部
４
年
、
群
馬
、
前

橋
育
英
高
校
）
が
70
ｍ
超
え
を
連
発
す
る
な
ど
見
ご
た

え
の
あ
る
試
技
が
続
い
た
。

ま
た
、
卒
業
生
で
2
0
1
1
・
17
年
世
界
陸
上
出
場

の
宮
下
梨
沙
選
手
も
参
加
し
、
自
身
の
世
界
選
手
権
で

の
経
験
を
語
り
、
学
生
か
ら
の
質
問
に
答
え
た
。

侍
ジ
ャ
パ
ン
で
４
連
覇

女
子
ア
ジ
ア
杯
５
名
出
場

日
本
陸
上
競
技
連
盟

は
11
月
12
日
、

2
0
2
5
年
の
新
人
賞

４
人
を
発
表
し
、
本
学

か
ら
日
本
選
手
権
女
子

砲
丸
投
げ
優
勝
の
ス

ポ
ー
ツ
科
学
部
１
年
・

坂
ち
は
る
（
大
阪
体
育

大
学
浪
商
高
校
）
が
選

出
さ
れ
た
。

坂
は
浪
商
高
校
１
年

だ
っ
た
2
0
2
2
年
に

U
18
陸
上
競
技
大
会
で

優
勝
。
高
校
２
、３
年
で

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
２
連

覇
。
昨
年
の
日
本
選
手

権
で
は
高
校
生
な
が
ら
実
業
団
、
大
学
選
手

と
競
っ
て
8
位
入
賞
を
果
た
し
た
。
大
阪
体

育
大
学
に
は
、
大
学
を
挙
げ
て
ス
ポ
ー
ツ
科

学
な
ど
多
角
的
な
支
援
を
受
け
る
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ

選
抜
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
入
学
。
７
月
の
第

1
0
9
回
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
で
自

己
新
記
録
の
15
m
76
を
マ
ー
ク
し
、
初
優
勝

を
果
た
し
た
。
ま
た
、
９
月
の
U
20
東
ア
ジ

ア
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
（
香
港
）
で
は
、

15
m
25
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

坂
は
11
月
29
日
、
東
京
・
国
立
競
技
場
で

行
わ
れ
た
日
本
陸
連
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ス
・

ア
ワ
ー
ド
で
表
彰
さ
れ
た
。

坂
は
「
賞
を
い
た
だ
き
、
も
っ
と
頑
張
ろ

う
と
い
う
刺
激
に
な
っ
た
。
来
季
は
日
本
選

手
権
の
連
覇
を
目
指
し
、
１
年
生
の
今
年
よ

り
も
も
っ
と
海
外
の
試
合
に
出
場
で
き
る
よ

う
に
ト
ッ
プ
選
手
に
追
い
つ
い
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

偉
業
継
続
12
連
覇

イ
ン
カ
レ  

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子

12連覇を達成したハンドボール部女子

侍ジャパンとしてアジアカップで優勝した硬式野球部女子のメンバー野田賢治理事長らに優勝を報告するメンバー

12連覇を達成し12回胴上げされる楠本繁生監督 高来葵美主将

初めて開催された「OUHS Javelin Throw Festival」

国立競技場のビジョンに受賞した坂が映し出された

坂に日本陸連新人賞
日本選手権女子砲丸投げＶ

やり投げフェスティバル
陸上競技部が開催
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―
― �

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
コ
ー
チ
と
し
て
中
学

生
を
指
導
す
る
と
同
時
に
大
学
院
で

学
ん
で
い
る
。
今
の
目
標
は

大
学
院
で
選
手
に
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
指
導
す
る
か
を
学
ん
で
い
る
。
そ
の
学

び
を
今
後
の
指
導
に
活
か
し
て
い
く
こ
と

が
目
標
。

―
― �

イ
タ
リ
ア
で
の
プ
レ
ー
を
目
指
し
た

理
由
は

小
学
１
年
の
時
、
３
つ
上
の
兄
の
影
響

で
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
、
15
歳
の
時
、
知
人

の
紹
介
で
２
週
間
イ
タ
リ
ア
に
サ
ッ
カ
ー

留
学
し
、
セ
リ
エ
A
の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
で

練
習
参
加
し
た
。
イ
タ
リ
ア
の
選
手
が
長

身
で
フ
ィ
ジ
カ
ル
が
強
く
て
と
に
か
く
格

好
よ
く
、「
サ
ッ
カ
ー
の
国
」
の
文
化
に
も

憧
れ
て
、
将
来
は
こ
こ
で
プ
レ
ー
す
る
と

決
め
た
。

―
― �

大
体
大
で
は

プ
ロ
に
な
る
た
め
に
強
い
チ
ー
ム
で
サ

ッ
カ
ー
が
し
た
い
と
、
関
西
で
は
飛
び
抜

け
て
強
か
っ
た
体
大
に
入
学
し
た
。
１
回

生
か
ら
ボ
ラ
ン
チ
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
務
め
、

２
回
生
で
全
日
本
イ
ン
カ
レ
準
優
勝

（
2
0
1
4
年
）、
３
回
生
で
ユ
ニ
バ
ー
シ

ア
ー
ド
３
位
（
2
0
1
5
年
韓
国
・
光

州
）。
U
‐
23
日
本
代
表
に
も
選
ば
れ
た
。

―
― �

大
体
大
サ
ッ
カ
ー
部
女
子
の
特
長
は

練
習
メ
ニ
ュ
ー
や
普
段
の
試
合
で
の
メ

ン
バ
ー
決
定
な
ど
は
、
監
督
や
コ
ー
チ
任

せ
で
は
な
く
、
選
手
が
作
り
上
げ
て
い
た
。

体
大
は
教
員
を
目
指
す
選
手
が
多
い
こ
と

が
自
主
性
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
の
だ
と
思
う

が
、
と
て
も
い
い
勉
強
に
な
っ
た
。
ま
た
、

相
手
と
接
触
す
る
時
に
球
際
で
体
を
ど
う

使
う
か
を
究
め
た
、
体
大
の
伝
統
の
「
競

り
」
を
学
べ
た
の
も
プ
ロ
で
活
き
た
。
授

業
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
で
マ
イ
ン
ド

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

の
理
論
や
実
践
方
法
を
学
ん
だ
こ
と
は
と

て
も
役
に
立
っ
た
。

三橋眞奈（みはし・まな）
兵庫県宝塚市出身。2016 年度、体育学部スポーツ教育学科卒業。マ
イナビ仙台レディースを経て 2020 年からイタリア・セリエ A の US
サッスオーロ、インテル・ミラノでプレー。2023 年現役引退し、現在、
INAC 神戸テゾーロ（U ‐ 15）でコーチとして中学生を指導し、本学
大学院博士前期課程で運動学を研究している。

サッカーコーチ・大学院生

三橋 眞奈さん

サ
ッ
カ
ー
部
女
子
出
身
の
三
橋
眞
奈
（
み
は
し
・

ま
な
）
さ
ん
は
卒
業
後
、
３
年
間
の
プ
ロ
リ
ー
グ
を

経
て
、
15
歳
の
こ
ろ
か
ら
の
夢
だ
っ
た
イ
タ
リ
ア
・

セ
リ
エ
A
（
女
子
１
部
）
で
プ
レ
ー
。
引
退
後
は
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
で
中
学
生
を
指
導
す
る
一
方
、
大
学
院

で
学
ぶ
。「
自
分
の
可
能
性
を
自
分
が
信
じ
な
く

て
、
誰
が
信
じ
る
の
か
」。
そ
の
思
い
で
夢
に
向
け

て
道
を
切
り
拓
い
た
と
い
う
。

夢かなえイタリアでプレー

「自分の可能性を�
信じ抜きたい」

―
― �

卒
業
後
は
イ
タ
リ
ア
で
は
な
く
、
マ

イ
ナ
ビ
仙
台
レ
デ
ィ
ー
ス
に
入
団
し

た
大
学
に
入
学
し
て
す
ぐ
、
監
督
の
石
井

宜
子
（
の
り
こ
）
先
生
に
「
自
分
は
イ
タ

リ
ア
で
プ
レ
ー
し
た
い
」
と
伝
え
た
が
、

大
学
３
年
の
こ
ろ
石
居
先
生
か
ら
「
日
本

の
プ
ロ
チ
ー
ム
で
し
っ
か
り
経
験
を
積
ん

で
か
ら
イ
タ
リ
ア
に
行
っ
た
方
が
い
い
の

で
は
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
１
年
先

輩
の
選
手
が
進
ん
だ
マ
イ
ナ
ビ
を
選
ん
だ
。

―
― �

マ
イ
ナ
ビ
で
の
３
年
間
は

人
生
で
初
め
て
挫
折
し
た
。
体
大
で
は

ベ
ン
チ
の
経
験
が
な
く
、
中
学
・
高
校
で

も
常
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
だ
っ
た
が
、
マ
イ
ナ

ビ
で
は
周
り
の
レ
ベ
ル
が
高
く
、
２
年
目

は
初
め
て
メ
ン
バ
ー
外
に
な
っ
た
。
そ
れ

ま
で
、
ベ
ン
チ
の
人
や
メ
ン
バ
ー
外
の
人

の
気
持
ち
は
分
か
っ
た
つ
も
り
で
い
た
が
、

す
ご
く
悔
し
く
、
練
習
し
て
何
が
何
で
も

ピ
ッ
チ
に
立
っ
て
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

だ
っ
た
。

―
― �

イ
タ
リ
ア
に
渡
っ
た
経
緯
は

プ
ロ
で
３
年
が
経
ち
、
年
齢
的
に
も
20

代
半
ば
。
今
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
ら
、
も

う
海
外
に
行
け
な
い
と
思
い
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
。
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
頼
み
、
マ
イ

ナ
ビ
の
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
っ
た
翌
月
の

2
0
2
0
年
１
月
に
イ
タ
リ
ア
に
行
き
、

ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
を
受
け
た
。
U
S
サ
ッ
ス

オ
ー
ロ
の
練
習
に
２
週
間
参
加
し
、
監
督

か
ら
気
に
入
っ
て
も
ら
え
て
入
団
が
決
ま

っ
た
。

―
― �

15
歳
か
ら
の
夢
が
実
現
し
た

目
標
だ
っ
た
セ
リ
エ
A
が
決
ま
り
、
う

れ
し
か
っ
た
。
自
分
は
い
つ
も
「
何
と
か

な
る
や
ろ
」
の
精
神
で
い
る
。
不
安
な
ど

は
な
か
っ
た
。

―
― �

入
団
が
決
ま
っ
た
2
0
2
0
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
を
襲

っ
た

日
本
で
ビ
ザ
を
取
得
し
、
２
月
末
に
イ

タ
リ
ア
に
戻
っ
た
が
、
そ
の
３
日
後
に
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
。
イ
タ
リ
ア
で
も
新
型
コ
ロ

ナ
は
大
流
行
し
、
2
0
2
0
年
冬
シ
ー
ズ

ン
の
試
合
は
す
べ
て
中
止
に
な
っ
た
。
練

習
ど
こ
ろ
か
一
人
暮
ら
し
の
家
か
ら
外
に

出
ら
れ
な
か
っ
た
。

―
― �

翌
シ
ー
ズ
ン
、
セ
リ
エ
A
も
再
開
。

イ
タ
リ
ア
で
プ
レ
ー
し
た
実
感
は

全
試
合
で
フ
ル
出
場
し
、
チ
ー
ム
も
過

去
最
高
の
３
位
。
監
督
の
信
頼
が
厚
く
、

必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
自
分
で
分
か

っ
た
。
日
本
人
が
得
意
と
す
る
、
考
え
て
、

先
読
み
し
て
相
手
の
攻
撃
の
芽
を
摘
む
プ

レ
ー
や
献
身
的
な
守
備
が
チ
ー
ム
に
フ
ィ

ッ
ト
し
た
の
だ
と
思
う
。

―
― �

イ
タ
リ
ア
で
プ
レ
ー
し
て
良
か
っ
た

こ
と
は

チ
ー
ム
の
半
分
が
外
国
人
で
、
い
ろ
い

ろ
な
国
の
人
と
い
っ
し
ょ
に
プ
レ
ー
し
、

多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。
街
が
サ
ッ
カ
ー
一
色
に
染
ま
る
イ
タ

リ
ア
の
サ
ッ
カ
ー
文
化
を
肌
で
感
じ
た
こ

と
も
大
き
か
っ
た
。

―
― �

2
0
2
2
年
に
イ
ン
テ
ル
・
ミ
ラ
ノ

に
移
籍
し
、2
0
2
3
年
に
現
役
引

退
。
引
退
し
た
理
由
は

イ
タ
リ
ア
に
行
っ
て
か
ら
、「
人
生
は
サ

ッ
カ
ー
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
30
歳
を
過
ぎ
て

現
役
を
続
け
る
よ
り
、
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ

ア
に
進
ん
で
、
サ
ッ
カ
ー
以
外
で
も
楽
し

い
人
生
が
待
っ
て
い
る
」
と
考
え
て
い
た
。

自
分
は
そ
れ
ま
で
け
が
も
な
く
、
35
歳
ま

で
現
役
を
続
け
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、

「
あ
あ
引
退
か
な
」
と
思
う
日
が
あ
っ
た
。

―
― �

帰
国
後
は

引
退
を
決
め
て
日
本
に
帰
っ
た
が
、
そ

の
後
、
何
を
す
る
の
か
は
決
め
て
い
な
か

っ
た
。
あ
る
日
、
仲
が
よ
く
イ
タ
リ
ア
時

代
も
連
絡
を
取
っ
て
い
た
サ
ッ
カ
ー
部
男

子
の
松
尾
元
太
監
督
と
食
事
し
た
時
、「
大

学
院
に
行
っ
た
ら
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

と
言
わ
れ
た
。
松
尾
監
督
自
身
J
リ
ー
グ

を
経
験
し
た
後
、
大
学
院
に
進
ん
で
大
体

大
の
監
督
に
な
っ
た
。
自
分
も
大
学
院
で

の
勉
強
を
、
指
導
者
と
し
て
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
た
ら
と
思
い
、
大
学
院
に
入
学

し
た
。

―
― �

大
学
院
で
の
学
び
は

楽
し
い
。
30
歳
に
な
っ
て
深
い
学
び
が

で
き
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
。

大
学
に
は
週
3
回
通
う
ほ
か
、
月
曜
夜
は

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
講
し
て
い
る
。
専

門
の
運
動
学
で
は
、
指
導
教
官
の
曽
根
純

也
教
授
か
ら
、
学
習
者
の
自
発
的
・
機
能

的
な
運
動
を
引
き
出
す
指
導
法
で
あ
る
促

発
指
導
に
つ
い
て
主
に
学
ん
で
い
る
。

―
― �

I
N
A
C
で
の
指
導
は

2
0
2
4
年
の
４
月
か
ら
I
N
A
C

神
戸
レ
オ
ン
チ
ー
ナ
の
コ
ー
チ
と
し
て
高

校
生
を
指
導
し
、
今
年
か
ら
I
N
A
C
神

戸
テ
ゾ
ー
ロ
で
中
学
生
を
指
導
し
て
い

る
。
週
６
回
仕
事
し
て
い
る
が
、
大
学
院

と
両
立
で
き
て
い
る
。

―
― �

夢
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
る
学
生

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

自
分
の
可
能
性
を
自
分
が
信
じ
な
く

て
、
誰
が
信
じ
る
の
か
。
夢
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
自
分
を
信
じ
、
努
力
す
る
こ

と
が
大
切
。
私
は
、
や
り
た
い
こ
と
を
口

に
出
し
て
実
現
し
て
き
た
。
自
分
は
こ
う

し
た
い
と
、
家
族
に
も
先
生
に
も
仲
間
に

も
言
っ
て
き
た
し
、
イ
タ
リ
ア
で
プ
レ
ー

す
る
夢
も
大
学
で
仲
間
に
伝
え
て
い
た
と

思
う
。
紙
に
、
イ
タ
リ
ア
に
行
く
た
め
に

ど
う
す
る
か
、
大
目
標
、
小
目
標
、
月
ご

と
の
目
標
を
書
い
た
。
こ
れ
も
体
大
で
学

ん
だ
こ
と
だ
。

大体大 PEOPLE
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―
― �

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
コ
ー
チ
と
し
て
中
学

生
を
指
導
す
る
と
同
時
に
大
学
院
で

学
ん
で
い
る
。
今
の
目
標
は

大
学
院
で
選
手
に
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
指
導
す
る
か
を
学
ん
で
い
る
。
そ
の
学

び
を
今
後
の
指
導
に
活
か
し
て
い
く
こ
と

が
目
標
。

―
― �

イ
タ
リ
ア
で
の
プ
レ
ー
を
目
指
し
た

理
由
は

小
学
１
年
の
時
、
３
つ
上
の
兄
の
影
響

で
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
、
15
歳
の
時
、
知
人

の
紹
介
で
２
週
間
イ
タ
リ
ア
に
サ
ッ
カ
ー

留
学
し
、
セ
リ
エ
A
の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
で

練
習
参
加
し
た
。
イ
タ
リ
ア
の
選
手
が
長

身
で
フ
ィ
ジ
カ
ル
が
強
く
て
と
に
か
く
格

好
よ
く
、「
サ
ッ
カ
ー
の
国
」
の
文
化
に
も

憧
れ
て
、
将
来
は
こ
こ
で
プ
レ
ー
す
る
と

決
め
た
。

―
― �

大
体
大
で
は

プ
ロ
に
な
る
た
め
に
強
い
チ
ー
ム
で
サ

ッ
カ
ー
が
し
た
い
と
、
関
西
で
は
飛
び
抜

け
て
強
か
っ
た
体
大
に
入
学
し
た
。
１
回

生
か
ら
ボ
ラ
ン
チ
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
務
め
、

２
回
生
で
全
日
本
イ
ン
カ
レ
準
優
勝

（
2
0
1
4
年
）、
３
回
生
で
ユ
ニ
バ
ー
シ

ア
ー
ド
３
位
（
2
0
1
5
年
韓
国
・
光

州
）。
U
‐
23
日
本
代
表
に
も
選
ば
れ
た
。

―
― �

大
体
大
サ
ッ
カ
ー
部
女
子
の
特
長
は

練
習
メ
ニ
ュ
ー
や
普
段
の
試
合
で
の
メ

ン
バ
ー
決
定
な
ど
は
、
監
督
や
コ
ー
チ
任

せ
で
は
な
く
、
選
手
が
作
り
上
げ
て
い
た
。

体
大
は
教
員
を
目
指
す
選
手
が
多
い
こ
と

が
自
主
性
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
の
だ
と
思
う

が
、
と
て
も
い
い
勉
強
に
な
っ
た
。
ま
た
、

相
手
と
接
触
す
る
時
に
球
際
で
体
を
ど
う

使
う
か
を
究
め
た
、
体
大
の
伝
統
の
「
競

り
」
を
学
べ
た
の
も
プ
ロ
で
活
き
た
。
授

業
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
で
マ
イ
ン
ド

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

の
理
論
や
実
践
方
法
を
学
ん
だ
こ
と
は
と

て
も
役
に
立
っ
た
。

三橋眞奈（みはし・まな）
兵庫県宝塚市出身。2016 年度、体育学部スポーツ教育学科卒業。マ
イナビ仙台レディースを経て 2020 年からイタリア・セリエ A の US
サッスオーロ、インテル・ミラノでプレー。2023 年現役引退し、現在、
INAC 神戸テゾーロ（U ‐ 15）でコーチとして中学生を指導し、本学
大学院博士前期課程で運動学を研究している。

サッカーコーチ・大学院生

三橋 眞奈さん

サ
ッ
カ
ー
部
女
子
出
身
の
三
橋
眞
奈
（
み
は
し
・

ま
な
）
さ
ん
は
卒
業
後
、
３
年
間
の
プ
ロ
リ
ー
グ
を

経
て
、
15
歳
の
こ
ろ
か
ら
の
夢
だ
っ
た
イ
タ
リ
ア
・

セ
リ
エ
A
（
女
子
１
部
）
で
プ
レ
ー
。
引
退
後
は
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
で
中
学
生
を
指
導
す
る
一
方
、
大
学
院

で
学
ぶ
。「
自
分
の
可
能
性
を
自
分
が
信
じ
な
く

て
、
誰
が
信
じ
る
の
か
」。
そ
の
思
い
で
夢
に
向
け

て
道
を
切
り
拓
い
た
と
い
う
。

夢かなえイタリアでプレー

「自分の可能性を�
信じ抜きたい」

―
― �

卒
業
後
は
イ
タ
リ
ア
で
は
な
く
、
マ

イ
ナ
ビ
仙
台
レ
デ
ィ
ー
ス
に
入
団
し

た
大
学
に
入
学
し
て
す
ぐ
、
監
督
の
石
井

宜
子
（
の
り
こ
）
先
生
に
「
自
分
は
イ
タ

リ
ア
で
プ
レ
ー
し
た
い
」
と
伝
え
た
が
、

大
学
３
年
の
こ
ろ
石
居
先
生
か
ら
「
日
本

の
プ
ロ
チ
ー
ム
で
し
っ
か
り
経
験
を
積
ん

で
か
ら
イ
タ
リ
ア
に
行
っ
た
方
が
い
い
の

で
は
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
１
年
先

輩
の
選
手
が
進
ん
だ
マ
イ
ナ
ビ
を
選
ん
だ
。

―
― �

マ
イ
ナ
ビ
で
の
３
年
間
は

人
生
で
初
め
て
挫
折
し
た
。
体
大
で
は

ベ
ン
チ
の
経
験
が
な
く
、
中
学
・
高
校
で

も
常
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
だ
っ
た
が
、
マ
イ
ナ

ビ
で
は
周
り
の
レ
ベ
ル
が
高
く
、
２
年
目

は
初
め
て
メ
ン
バ
ー
外
に
な
っ
た
。
そ
れ

ま
で
、
ベ
ン
チ
の
人
や
メ
ン
バ
ー
外
の
人

の
気
持
ち
は
分
か
っ
た
つ
も
り
で
い
た
が
、

す
ご
く
悔
し
く
、
練
習
し
て
何
が
何
で
も

ピ
ッ
チ
に
立
っ
て
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

だ
っ
た
。

―
― �

イ
タ
リ
ア
に
渡
っ
た
経
緯
は

プ
ロ
で
３
年
が
経
ち
、
年
齢
的
に
も
20

代
半
ば
。
今
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
ら
、
も

う
海
外
に
行
け
な
い
と
思
い
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
。
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
頼
み
、
マ
イ

ナ
ビ
の
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
っ
た
翌
月
の

2
0
2
0
年
１
月
に
イ
タ
リ
ア
に
行
き
、

ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
を
受
け
た
。
U
S
サ
ッ
ス

オ
ー
ロ
の
練
習
に
２
週
間
参
加
し
、
監
督

か
ら
気
に
入
っ
て
も
ら
え
て
入
団
が
決
ま

っ
た
。

―
― �

15
歳
か
ら
の
夢
が
実
現
し
た

目
標
だ
っ
た
セ
リ
エ
A
が
決
ま
り
、
う

れ
し
か
っ
た
。
自
分
は
い
つ
も
「
何
と
か

な
る
や
ろ
」
の
精
神
で
い
る
。
不
安
な
ど

は
な
か
っ
た
。

―
― �

入
団
が
決
ま
っ
た
2
0
2
0
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
を
襲

っ
た

日
本
で
ビ
ザ
を
取
得
し
、
２
月
末
に
イ

タ
リ
ア
に
戻
っ
た
が
、
そ
の
３
日
後
に
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
。
イ
タ
リ
ア
で
も
新
型
コ
ロ

ナ
は
大
流
行
し
、
2
0
2
0
年
冬
シ
ー
ズ

ン
の
試
合
は
す
べ
て
中
止
に
な
っ
た
。
練

習
ど
こ
ろ
か
一
人
暮
ら
し
の
家
か
ら
外
に

出
ら
れ
な
か
っ
た
。

―
― �

翌
シ
ー
ズ
ン
、
セ
リ
エ
A
も
再
開
。

イ
タ
リ
ア
で
プ
レ
ー
し
た
実
感
は

全
試
合
で
フ
ル
出
場
し
、
チ
ー
ム
も
過

去
最
高
の
３
位
。
監
督
の
信
頼
が
厚
く
、

必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
自
分
で
分
か

っ
た
。
日
本
人
が
得
意
と
す
る
、
考
え
て
、

先
読
み
し
て
相
手
の
攻
撃
の
芽
を
摘
む
プ

レ
ー
や
献
身
的
な
守
備
が
チ
ー
ム
に
フ
ィ

ッ
ト
し
た
の
だ
と
思
う
。

―
― �

イ
タ
リ
ア
で
プ
レ
ー
し
て
良
か
っ
た

こ
と
は

チ
ー
ム
の
半
分
が
外
国
人
で
、
い
ろ
い

ろ
な
国
の
人
と
い
っ
し
ょ
に
プ
レ
ー
し
、

多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。
街
が
サ
ッ
カ
ー
一
色
に
染
ま
る
イ
タ

リ
ア
の
サ
ッ
カ
ー
文
化
を
肌
で
感
じ
た
こ

と
も
大
き
か
っ
た
。

―
― �

2
0
2
2
年
に
イ
ン
テ
ル
・
ミ
ラ
ノ

に
移
籍
し
、2
0
2
3
年
に
現
役
引

退
。
引
退
し
た
理
由
は

イ
タ
リ
ア
に
行
っ
て
か
ら
、「
人
生
は
サ

ッ
カ
ー
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
30
歳
を
過
ぎ
て

現
役
を
続
け
る
よ
り
、
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ

ア
に
進
ん
で
、
サ
ッ
カ
ー
以
外
で
も
楽
し

い
人
生
が
待
っ
て
い
る
」
と
考
え
て
い
た
。

自
分
は
そ
れ
ま
で
け
が
も
な
く
、
35
歳
ま

で
現
役
を
続
け
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、

「
あ
あ
引
退
か
な
」
と
思
う
日
が
あ
っ
た
。

―
― �

帰
国
後
は

引
退
を
決
め
て
日
本
に
帰
っ
た
が
、
そ

の
後
、
何
を
す
る
の
か
は
決
め
て
い
な
か

っ
た
。
あ
る
日
、
仲
が
よ
く
イ
タ
リ
ア
時

代
も
連
絡
を
取
っ
て
い
た
サ
ッ
カ
ー
部
男

子
の
松
尾
元
太
監
督
と
食
事
し
た
時
、「
大

学
院
に
行
っ
た
ら
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

と
言
わ
れ
た
。
松
尾
監
督
自
身
J
リ
ー
グ

を
経
験
し
た
後
、
大
学
院
に
進
ん
で
大
体

大
の
監
督
に
な
っ
た
。
自
分
も
大
学
院
で

の
勉
強
を
、
指
導
者
と
し
て
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
た
ら
と
思
い
、
大
学
院
に
入
学

し
た
。

―
― �

大
学
院
で
の
学
び
は

楽
し
い
。
30
歳
に
な
っ
て
深
い
学
び
が

で
き
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
。

大
学
に
は
週
3
回
通
う
ほ
か
、
月
曜
夜
は

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
講
し
て
い
る
。
専

門
の
運
動
学
で
は
、
指
導
教
官
の
曽
根
純

也
教
授
か
ら
、
学
習
者
の
自
発
的
・
機
能

的
な
運
動
を
引
き
出
す
指
導
法
で
あ
る
促

発
指
導
に
つ
い
て
主
に
学
ん
で
い
る
。

―
― �

I
N
A
C
で
の
指
導
は

2
0
2
4
年
の
４
月
か
ら
I
N
A
C

神
戸
レ
オ
ン
チ
ー
ナ
の
コ
ー
チ
と
し
て
高

校
生
を
指
導
し
、
今
年
か
ら
I
N
A
C
神

戸
テ
ゾ
ー
ロ
で
中
学
生
を
指
導
し
て
い

る
。
週
６
回
仕
事
し
て
い
る
が
、
大
学
院

と
両
立
で
き
て
い
る
。

―
― �

夢
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
る
学
生

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

自
分
の
可
能
性
を
自
分
が
信
じ
な
く

て
、
誰
が
信
じ
る
の
か
。
夢
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
自
分
を
信
じ
、
努
力
す
る
こ

と
が
大
切
。
私
は
、
や
り
た
い
こ
と
を
口

に
出
し
て
実
現
し
て
き
た
。
自
分
は
こ
う

し
た
い
と
、
家
族
に
も
先
生
に
も
仲
間
に

も
言
っ
て
き
た
し
、
イ
タ
リ
ア
で
プ
レ
ー

す
る
夢
も
大
学
で
仲
間
に
伝
え
て
い
た
と

思
う
。
紙
に
、
イ
タ
リ
ア
に
行
く
た
め
に

ど
う
す
る
か
、
大
目
標
、
小
目
標
、
月
ご

と
の
目
標
を
書
い
た
。
こ
れ
も
体
大
で
学

ん
だ
こ
と
だ
。

大体大 PEOPLE
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大
阪
府
貝
塚
市
立
永
寿
小
学
校
の
児
童
10
名
が
９
月
24

日
、
使
用
済
み
ノ
ー
ト
や
紙
を
集
め
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
協
力
依
頼
の
た
め
、
本
学
を
訪
れ
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
の「
つ
な
げ
る
ー

ぱ
！
」。
文
房
具
を
利
用
す
る
日
本
全
国
の
子
ど
も
た
ち
と
、

ノ
ー
ト
を
製
造
す
る
同
社
が
地
球
環
境
を
守
り
、
考
え
る
環

境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
永
寿
小
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
応

募
し
て
当
選
。
課
外
授
業
と
し
て
近
隣
の
学
校
に
依
頼
し
て

使
用
済
み
ノ
ー
ト
や
紙
を
回
収
す
る
活
動
を
し
て
い
る
。

児
童
は
最
初
に
学
長
室
を
訪
れ
、
神
﨑
浩
学
長
に
元
気
い

っ
ぱ
い
の
大
声
で
訪
問
の
目
的
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
を

伝
え
、
手
作
り
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
手
渡
し
た
。

そ
の
後
、
学
生
に
依
頼
す
る
セ
レ
モ
ニ
ー
を
教
育
学
部
・

岡
崎
均
教
授
の
「
社
会
科
概
論
」
の
授
業
で
行
い
、
児
童
と

本
学
Ｏ
Ｂ
の
辻
内
正
輝
教
諭
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。
回
収
ボ

ッ
ク
ス
は
11
月
上
旬
ま
で
図
書
館
に
設
置
さ
れ
た
。

永寿小の児童が来学
ノート回収の協力依頼

大
阪
体
育
大
学
同
窓
会
「
摂
泉
会
」
創
立
55
周
年
記
念
式
典
が
10

月
25
日
、
大
阪
市
北
区
の
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
で
、
来
賓
を
含
め
約

2
3
0
名
が
一
堂
に
会
し
て
開
催
さ
れ
た
。

摂
泉
会
に
は
大
阪
体
育
大
学
の
卒
業
生
約
２
万
５
０
０
０
人
が
登

録
さ
れ
、
全
国
に
各
支
部
が
あ
り
活
動
し
て
い
る
。
本
学
の
開
学
の

地
で
あ
る
茨
木
市
の
北
摂
と
、
現
在
の
熊
取
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
泉

州
が
名
称
の
由
来
だ
。

記
念
式
典
で
は
初
め
に
長
家
秀
博
同
窓
会
会
長
か
ら
開
式
の
言
葉

が
あ
り
、
続
い
て
野
田
賢
治
浪
商
学
園
理
事
長
が
「
全
国
各
地
で
同

窓
会
の
皆
さ
ん
が
入
学
希
望
者
を
ご
紹
介
し
て
く
だ
さ
り
有
難
く
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
の
皆
さ
ん
に
は
ご
協
力
い
た
だ

き
、
大
阪
体
育
大
学
の
発
展
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

続
い
て
神
﨑
浩
学
長
が
「
大
阪
体
育
大
学
が
開
学
し
た
当
時
、
入

学
定
員
は
1
0
0
名
で
今
は
両
学
部
、
大
学
院
を
合
わ
せ
て
７
倍
近

く
の
6
7
5
名
が
定
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
卒
業

生
を
世
の
中
に
輩
出
し
て
き
た
こ
と
は
最
大
の
財
産
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
少
子
化
で
大
学
経
営
が
大
変
な
中
、
も
う
一
度
建
学
の
精
神

に
立
ち
返
り
、
な
お
か
つ
絶
え
ず
変
化
を
続
け
る
意
識
を
持
ち
学
生
、

教
職
員
で
大
学
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

さ
ら
に
各
同
窓
会
支
部
か
ら
推
薦
さ
れ
た
卒
業
生
、
役
員
と
し
て

長
年
の
尽
力
が
あ
っ
た
卒
業
生
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
長
家
会
長
か

ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

記
念
式
典
の
後
は
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
な
ぎ
な
た
部
の
演
舞
、

卒
業
生
の
ご
家
族
に
よ
る
武
術
太
極
拳
の
演
舞
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。

大
阪
体
育
大
学
が
９
月
14
日
、
大
阪
・
関

西
万
博
で
地
元
の
熊
取
町
と
の
連
携
事
業
な

ど
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
出
展
し
、

開
学
60
周
年
を
迎
え
て
今
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
た
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
B
O

U
H
S
E
A
R
（
ボ
ー
シ
ャ
ー
）」
も
ス
タ
ッ

フ
を
務
め
た
。

E
X
P
O
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た
「
大
阪

ウ
ィ
ー
ク
～
秋
～
」
で
、
熊
取
町
が
「
大
学

の
あ
る
町
、
熊
取
」
を
テ
ー
マ
に
本
学
を
含

む
４
大
学
の
ブ
ー
ス
を
設
置
。
本
学
は
「
～

こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
、
と
も
に
～
」

の
テ
ー
マ
で
出
展
し
た
。

こ
の
日
は
、
万
博
会
場
に
ス
タ
ッ
フ
を
含

め
て
23
万
5
0
0
0
人
が
来
場
し
、

E
X
P
O
メ
ッ
セ
は
大
勢
の
来
場
者
が
ひ
し

め
く
状
態
。
会
場
は
誘
導
が
必
要
な
ほ
ど
大

賑
わ
い
だ
っ
た
。

６
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
２
代
目

ボ
ー
シ
ャ
ー
に
と
っ
て
、
こ
の
日
は
学
外
デ

ビ
ュ
ー
。
熊
取
町
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
方
に

大
阪
体
育
大
学
タ
オ
ル
を
配
布
し
た
が
、

1
0
0
0
枚
の
タ
オ
ル
は
す
べ
て
な
く
な
っ

た
。ボ

ー
シ
ャ
ー
は
、
子
ど
も
た
ち
に
抱
き
着

か
れ
た
り
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
や
記
念
撮
影
を
し

た
り
す
る
な
ど
大
人
気
で
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
引
っ
張
り
だ
こ
。
熊
取
町
ブ
ー
ス
の
盛
り

上
が
り
に
貢
献
し
て
い
た
。

大
阪
・
関
西
万
博
会
場
の 

E
X
P
O
ホ
ー
ル

「
シ
ャ
イ
ン
ハ
ッ
ト
」
で
８
月
28
日
、
ガ
チ
ダ
ン

ス
２
０
２
５ 

が
開
催
さ
れ
、
本
学
ダ
ン
ス
部
が

出
演
し
た
。

ガ
チ
ダ
ン
ス
は
関
西
テ
レ
ビ
放
送
が
主
催
し
、

Ｎ
Ｍ
Ｂ
48
が
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
を
務
め
る
イ
ベ
ン

ト
。
中
学
、
高
校
、
大
学
の
ダ
ン
ス
部
や
ダ
ン

ス
ス
タ
ジ
オ
が
参
加
し
た
。

ダ
ン
ス
の
テ
ー
マ
は
、「
三
角
思
考
L
a
b

　

〜
マ
ル
で
も
バ
ツ
で
も
な
く
サ
ン
カ
ク
〜
」。

常
に
〝
正
解
〟
を
探
し
続
け
る
社
会
（
＝
マ

ル
）
に
疑
問
を
投
げ
か
け
、
三
角
の
よ
う
に
角

を
持
つ
こ
と
で
対
立
と
協
力
が
生
ま
れ
る
。
こ

れ
が
「
三
角
思
考
」
だ
。
作
品
全
体
は
、
研
究

室
の
よ
う
な
空
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
だ
け

の
〝
三
角
〟
を
創
造
し
て
い
く
過
程
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
。

今
回
の
作
品
を
作
る
う
え
で
、
小
道
具
を
ど

う
や
っ
て
際
立
た
せ
る
か
、
ダ
ン
サ
ー
の
身
体

と
ど
う
マ
ッ
チ
さ
せ
る
か
が
課
題
だ
っ
た
。
正

解
が
あ
る
テ
ー
マ
で
は
な
い
の
で
、
個
性
を
表

現
し
つ
つ
も
サ
ン
カ
ク
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
際

立
た
せ
る
振
付
を
考
え
仕
上
げ
て
い
く
過
程
が

面
白
く
も
大
変
な
部
分
だ
っ
た
と
い
う
。

会
場
の
「
シ
ャ
イ
ン
ハ
ッ
ト
」
は
円
形
の
舞

台
で
、
ダ
ン
ス
部
は
観
客
約
1
5
0
0
人
の
前

で
作
品
を
披
露
し
た
。
冒
頭
で
は
笑
い
も
起
こ

り
、
終
了
後
に
は
盛
大
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

摂
泉
会
55
周
年
式
典

卒
業
生
、
来
賓
2
3
0
人
出
席

万
博
で
ボ
ー
シ
ャ
ー

熊
取
町
ブ
ー
ス
で
大
人
気

子どもに大人気のBOUHSEAR大阪体育大学卒業生と記念写真

なぎなた部の演舞

 開式の言葉を述べる長家秀博同窓会会長

大阪・関西万博で出演したダンス部

「摂泉会」の 創立55周年記念式典

神﨑浩学長と永寿小の児童たち。左は本学OBの辻内正輝教諭

万博でガチダンス
ダンス部が出演

Event
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大
阪
府
貝
塚
市
立
永
寿
小
学
校
の
児
童
10
名
が
９
月
24

日
、
使
用
済
み
ノ
ー
ト
や
紙
を
集
め
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
協
力
依
頼
の
た
め
、
本
学
を
訪
れ
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
の「
つ
な
げ
る
ー

ぱ
！
」。
文
房
具
を
利
用
す
る
日
本
全
国
の
子
ど
も
た
ち
と
、

ノ
ー
ト
を
製
造
す
る
同
社
が
地
球
環
境
を
守
り
、
考
え
る
環

境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
永
寿
小
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
応

募
し
て
当
選
。
課
外
授
業
と
し
て
近
隣
の
学
校
に
依
頼
し
て

使
用
済
み
ノ
ー
ト
や
紙
を
回
収
す
る
活
動
を
し
て
い
る
。

児
童
は
最
初
に
学
長
室
を
訪
れ
、
神
﨑
浩
学
長
に
元
気
い

っ
ぱ
い
の
大
声
で
訪
問
の
目
的
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
を

伝
え
、
手
作
り
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
手
渡
し
た
。

そ
の
後
、
学
生
に
依
頼
す
る
セ
レ
モ
ニ
ー
を
教
育
学
部
・

岡
崎
均
教
授
の
「
社
会
科
概
論
」
の
授
業
で
行
い
、
児
童
と

本
学
Ｏ
Ｂ
の
辻
内
正
輝
教
諭
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。
回
収
ボ

ッ
ク
ス
は
11
月
上
旬
ま
で
図
書
館
に
設
置
さ
れ
た
。

永寿小の児童が来学
ノート回収の協力依頼

大
阪
体
育
大
学
同
窓
会
「
摂
泉
会
」
創
立
55
周
年
記
念
式
典
が
10

月
25
日
、
大
阪
市
北
区
の
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
で
、
来
賓
を
含
め
約

2
3
0
名
が
一
堂
に
会
し
て
開
催
さ
れ
た
。

摂
泉
会
に
は
大
阪
体
育
大
学
の
卒
業
生
約
２
万
５
０
０
０
人
が
登

録
さ
れ
、
全
国
に
各
支
部
が
あ
り
活
動
し
て
い
る
。
本
学
の
開
学
の

地
で
あ
る
茨
木
市
の
北
摂
と
、
現
在
の
熊
取
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
泉

州
が
名
称
の
由
来
だ
。

記
念
式
典
で
は
初
め
に
長
家
秀
博
同
窓
会
会
長
か
ら
開
式
の
言
葉

が
あ
り
、
続
い
て
野
田
賢
治
浪
商
学
園
理
事
長
が
「
全
国
各
地
で
同

窓
会
の
皆
さ
ん
が
入
学
希
望
者
を
ご
紹
介
し
て
く
だ
さ
り
有
難
く
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
の
皆
さ
ん
に
は
ご
協
力
い
た
だ

き
、
大
阪
体
育
大
学
の
発
展
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

続
い
て
神
﨑
浩
学
長
が
「
大
阪
体
育
大
学
が
開
学
し
た
当
時
、
入

学
定
員
は
1
0
0
名
で
今
は
両
学
部
、
大
学
院
を
合
わ
せ
て
７
倍
近

く
の
6
7
5
名
が
定
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
卒
業

生
を
世
の
中
に
輩
出
し
て
き
た
こ
と
は
最
大
の
財
産
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
少
子
化
で
大
学
経
営
が
大
変
な
中
、
も
う
一
度
建
学
の
精
神

に
立
ち
返
り
、
な
お
か
つ
絶
え
ず
変
化
を
続
け
る
意
識
を
持
ち
学
生
、

教
職
員
で
大
学
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

さ
ら
に
各
同
窓
会
支
部
か
ら
推
薦
さ
れ
た
卒
業
生
、
役
員
と
し
て

長
年
の
尽
力
が
あ
っ
た
卒
業
生
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
長
家
会
長
か

ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

記
念
式
典
の
後
は
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
な
ぎ
な
た
部
の
演
舞
、

卒
業
生
の
ご
家
族
に
よ
る
武
術
太
極
拳
の
演
舞
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。

大
阪
体
育
大
学
が
９
月
14
日
、
大
阪
・
関

西
万
博
で
地
元
の
熊
取
町
と
の
連
携
事
業
な

ど
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
出
展
し
、

開
学
60
周
年
を
迎
え
て
今
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
た
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
B
O

U
H
S
E
A
R
（
ボ
ー
シ
ャ
ー
）」
も
ス
タ
ッ

フ
を
務
め
た
。

E
X
P
O
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た
「
大
阪

ウ
ィ
ー
ク
～
秋
～
」
で
、
熊
取
町
が
「
大
学

の
あ
る
町
、
熊
取
」
を
テ
ー
マ
に
本
学
を
含

む
４
大
学
の
ブ
ー
ス
を
設
置
。
本
学
は
「
～

こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
、
と
も
に
～
」

の
テ
ー
マ
で
出
展
し
た
。

こ
の
日
は
、
万
博
会
場
に
ス
タ
ッ
フ
を
含

め
て
23
万
5
0
0
0
人
が
来
場
し
、

E
X
P
O
メ
ッ
セ
は
大
勢
の
来
場
者
が
ひ
し

め
く
状
態
。
会
場
は
誘
導
が
必
要
な
ほ
ど
大

賑
わ
い
だ
っ
た
。

６
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
２
代
目

ボ
ー
シ
ャ
ー
に
と
っ
て
、
こ
の
日
は
学
外
デ

ビ
ュ
ー
。
熊
取
町
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
方
に

大
阪
体
育
大
学
タ
オ
ル
を
配
布
し
た
が
、

1
0
0
0
枚
の
タ
オ
ル
は
す
べ
て
な
く
な
っ

た
。ボ

ー
シ
ャ
ー
は
、
子
ど
も
た
ち
に
抱
き
着

か
れ
た
り
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
や
記
念
撮
影
を
し

た
り
す
る
な
ど
大
人
気
で
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
引
っ
張
り
だ
こ
。
熊
取
町
ブ
ー
ス
の
盛
り

上
が
り
に
貢
献
し
て
い
た
。

大
阪
・
関
西
万
博
会
場
の 

E
X
P
O
ホ
ー
ル

「
シ
ャ
イ
ン
ハ
ッ
ト
」
で
８
月
28
日
、
ガ
チ
ダ
ン

ス
２
０
２
５ 

が
開
催
さ
れ
、
本
学
ダ
ン
ス
部
が

出
演
し
た
。

ガ
チ
ダ
ン
ス
は
関
西
テ
レ
ビ
放
送
が
主
催
し
、

Ｎ
Ｍ
Ｂ
48
が
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
を
務
め
る
イ
ベ
ン

ト
。
中
学
、
高
校
、
大
学
の
ダ
ン
ス
部
や
ダ
ン

ス
ス
タ
ジ
オ
が
参
加
し
た
。

ダ
ン
ス
の
テ
ー
マ
は
、「
三
角
思
考
L
a
b

　

〜
マ
ル
で
も
バ
ツ
で
も
な
く
サ
ン
カ
ク
〜
」。

常
に
〝
正
解
〟
を
探
し
続
け
る
社
会
（
＝
マ

ル
）
に
疑
問
を
投
げ
か
け
、
三
角
の
よ
う
に
角

を
持
つ
こ
と
で
対
立
と
協
力
が
生
ま
れ
る
。
こ

れ
が
「
三
角
思
考
」
だ
。
作
品
全
体
は
、
研
究

室
の
よ
う
な
空
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
だ
け

の
〝
三
角
〟
を
創
造
し
て
い
く
過
程
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
。

今
回
の
作
品
を
作
る
う
え
で
、
小
道
具
を
ど

う
や
っ
て
際
立
た
せ
る
か
、
ダ
ン
サ
ー
の
身
体

と
ど
う
マ
ッ
チ
さ
せ
る
か
が
課
題
だ
っ
た
。
正

解
が
あ
る
テ
ー
マ
で
は
な
い
の
で
、
個
性
を
表

現
し
つ
つ
も
サ
ン
カ
ク
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
際

立
た
せ
る
振
付
を
考
え
仕
上
げ
て
い
く
過
程
が

面
白
く
も
大
変
な
部
分
だ
っ
た
と
い
う
。

会
場
の
「
シ
ャ
イ
ン
ハ
ッ
ト
」
は
円
形
の
舞

台
で
、
ダ
ン
ス
部
は
観
客
約
1
5
0
0
人
の
前

で
作
品
を
披
露
し
た
。
冒
頭
で
は
笑
い
も
起
こ

り
、
終
了
後
に
は
盛
大
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

摂
泉
会
55
周
年
式
典

卒
業
生
、
来
賓
2
3
0
人
出
席

万
博
で
ボ
ー
シ
ャ
ー

熊
取
町
ブ
ー
ス
で
大
人
気

子どもに大人気のBOUHSEAR大阪体育大学卒業生と記念写真

なぎなた部の演舞

 開式の言葉を述べる長家秀博同窓会会長

大阪・関西万博で出演したダンス部

「摂泉会」の 創立55周年記念式典

神﨑浩学長と永寿小の児童たち。左は本学OBの辻内正輝教諭

万博でガチダンス
ダンス部が出演

Event
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アンデルセンの「絵のない絵本」は、夜に出る月が、貧しい画家を慰
めるために、自分が見てきた世界の話をする短編集である。これに加え
てもよい話がある。もちろん、月の出ている、ある夜の出来事である。

人は、人生の重大ごとを決めるとき、悩みに悩み、相談もして決断す
るが、それでも不安は大きくなっていくものだ。今回は、悩み抜いたあ
と、「こんな決め方もあるのだ」という物語である。

私は、1981年春、西ベルリン（当時）に半年滞在し、秋にはフライ
ブルクへ移動した。西ベルリンではゲーテ・インスティトゥートで四ヶ
月ドイツ語会話を習っていた。当時「西」という冠のついたベルリン
は、不思議な空間だった。ベルリンのジャズを聴きたいという密かな望
みから、西ベルリンのゲーテ・インスティトゥートを選び、奇妙だが愛
すべき人たちと濃密な時間を過ごした。本誌221号で紹介した作家・田
中小実昌さんとの出会いもその一つである。
当時はトルコ人の多いWedding地区の学生寮に住んでいた。同じ学生
寮に住んでいたプロイエッティ氏とはよく遊んだ。彼はアルゼンチンか
ら来た形成外科医だった。
７月のある日、彼に誘われて、「ベルリンの壁」近くの、クロイツベ
ルクの廃墟のようなビルに行った。当時、「ベルリンの壁」近くのビル
の多くは無人で荒れ果てていた。そこへ若者たちが忍び込み、不法に占
拠して、住みついていた。Hausbesetzer（家屋の不法占拠者）と呼ばれ
ていた。これに対して警察は立退きの強制執行を行なっていた。すると
ベルリン市の対応に対して激しい抗議デモが起こり、この年九月には死
者まで出る騒ぎになった。

朽ち果てようとする建物の中庭に、一人の男が籐の椅子に座ってい
た。口ひげをたくわえていた。日に焼けた肌に穏やかな目を持ってい
た。彼は、瓦礫のほかには何もない中庭で、夏の暑さと闘うように、上
半身は裸だった。
ギュンター（仮名）と名乗った。生ぬるいコーラの缶を渡され、私た
ちは大きな瓦礫に腰かけ、挨拶の後、黙りこみ、影が長くなり、星が見
えるまでそこにいた。
ギュンターはHausbesetzerで、私より年上の、小さな劇団を主宰す
る大学生だった。
それからは、ゲーテ・インスティトゥートの授業が午前中に終わる
と、アフリカ出身の友人たちとピンポンをするか、ギュンターのベース
（基地）に行くかしたものだ。

九月のある晩、ギュンターの劇団の公演終了後、打ち上げに参加し
た。打ち解けた雰囲気のパーティは、いっせいに「これで終わり」で終
わらなかった。帰ろうと思った者から、何の屈託もなく、「さようなら」
と言って、帰っていった。
参加者が半分くらい帰った頃になってようやく、みんな「そろそろ潮
時」と思ったのか、ぞろぞろと店を出た。
ギュンターの彼女のアンドレアは、アンのアパートに泊まると言う
と、あっさり行ってしまった。
ぼくはギュンターと歩いてベースに帰ることにした。

空を見上げると、月は中天にあった。日本画家が面相筆で一筆さっと
描いたような、印象深い、これ以上ないというほど細い月だった。
そして180度の全天はポプラの木々で囲まれ、黒い縁取りをされてい
て、星は象眼されたように一面に散りばめられていた。
七月の半ばだというのに、冷気が私を抱くように寄り添ってくる。そ
れを、ときおり吹く風が邪魔をする。ポプラの木も、この風に邪魔され
て眠れないようだ。
たわいもない話をしていたように思う。もう午前二時を過ぎていただ
ろう。さすがに歩く人は見かけなかった。
しばらく二人とも黙って歩いた。
ギュンターは低い声で喋りだした。
「イギリスのグラスゴーへ、アンドレアと英語の勉強に行ったときさ。
もう研修の終りかけの、そう、ちょうど今頃かな。土産物屋に行ったの
さ」
「うん」

「そこで、ありふれた物を見つけた。幸運の蹄鉄さ。それがたつたの
３ポンドなのさ。買ったんだけど」
「ありふれていないよ。そんな物を売っているなんて聞いたことがな
い」
「まだ、話はこれからさ。その晩、なんか本当に幸運がやって来そう
な気分になってきた。アンドレアが、町の外れにある、ちっちゃなホー
ルでリュートのコンサートがあることを思い出した。それも飛び切り安
かったこともさ。いつもならそんなコンサートに行くはずないのに」
ギュンターは空を見上げ、
「・・・・いいコンサートだった。その晩、イギリスもまんざら悪く
ないと思ったよ。そして、部屋に帰ってきたら、きれいさっばりやられ
ていた。イギリスの泥棒はきちょうめんだね、全部持っていったよ」
「えっ」
「でもありがたいことに、幸運の蹄鉄だけはベツトの上に置いてあっ
たんだ。本当に幸運の蹄鉄だろ」
ぼくたちは動くもののいない大通りの真ん中で笑い続けた。
「どうしてそんな話をするの」
「その蹄鉄がぼくさ」
答えようがなかった。
「タカはどうするんだ」
えっ、不意をつかれた。どうするんだと言われても。当時の私は自分
をどうするか考えたことがなかった。何を食べるのか、何を着るのかは
一生懸命考えるし、よく知っているほうだと思う。ただ、それは「何を
するか」「何をすべきか」を決めたことにはならない。自分のすること
は決まっていて、ただどれを選択するのかを決めるだけだった。「何を
するか」、「何をすべきか」は、いつも自明のことのように私の前に存在
しており、考える前に決まっていた。残っているのは、そのあとの選択
だけだった。

ギュンターは突然走りだした。
「決めるぞ」
「何を」
「ぼくの未来さ」
ギュンターは石垣を指さした。
「あそこを見ろ。目を閉じて歩くぞ。右に落ちれば演劇を続ける。左
に落ちれば教師になる。証人になってくれ」
ギュンターは石垣に飛び乗った。
私は息を止めて見守った。
彼は、空を見上げて、目を閉じ、静かに歩きだした。
私はすぐ後ろを歩いた。
ギュンターは簡単に落ちなかった。まるで未来を決めたくないかのよ
うに、まっすぐ歩いている。
暖かい風が地面を這うように吹いてきた。石垣にあたり、ギュンター
を下から軽く吹きあげた。彼の肩が小さく揺れる。それを契機に、小刻
みに身体全体が揺れだした。ギュンターは揺れを認めたくないように、
歩調を速めだした。
左右の揺れが大きくなったかと思うと突然右足が大きく上がり、左へ
肩から落ちていった。
慌てて駆け寄った時、彼は左肩を下に
して激しく呼吸していた。
声をかけようとしたが、止めた。こん
なふうに決めてもいいのだと思った。
太古の神事を見たような、心の満足が
あった。
この顛末を見ていた月は、明日きっと、
貧しい画家に話をするに違いない。

その後、ギュンターはギムナジウムの
国語教師になり、50を過ぎてゲーテの研
究で博士号をとった。最近はバーデン地
方の伝統料理に凝っている。

月は見ている
大
分
県
が
11
月
２

日
、
県
庁
で
地
域
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成

講
習
会
を
開
催
し
た
。

本
学
の
オ
ン
ラ
イ
ン

講
座「
運
動
部
活
動
指

導
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
活
用
し
て
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
を
養
成
す

る
も
の
で
、県
内
３
大

学
の
55
人
が
ス
ポ
ー

ツ
科
学
部
・
中
尾
豊
喜

教
授
（
学
校
教
育
学
）
の
講
義
を
受
講
し

た
。大

分
県
は
国
が
進
め
る
運
動
部
活
動
の

地
域
展
開
に
向
け
て
、
2
0
2
8
年
度
ま

で
の
３
年
間
で
県
内
在
住
の
学
生
2
5
0

人
に
本
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
さ
せ
る

計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

受
講
科
目
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
必
修
60
時

間
の
う
ち
、
集
合
講
習
10
時
間
と
オ
ン
デ

マ
ン
ド
講
習
10
時
間
の
計
20
時
間
。
修
了

者
は
県
教
委
が「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
」

と
し
て
認
定
し
、
資
格
取
得
後
は
大
分
県

人
材
バ
ン
ク
（
ク
ラ
サ
ポ
お
お
い
た
）
に

登
録
し
て
も
ら
う
。

大
分
県
が
大
体
大
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
採

用
し
た
理
由
は
、
指
導
者
の
倫
理
面
で
の

質
の
担
保
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
講
習
は
「
心

停
止
・
頭
頚
部
外
傷
・
熱
中
症
へ
の
対
応
」

「
安
全
・
障
害
予
防
に
関
す
る
知
識
・
技
能

の
指
導
」「
体
罰
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根
絶

に
向
け
て
」「
女
子
生
徒
・
障
害
の
あ
る
生

徒
な
ど
へ
の
配
慮
」「
事
故
が
発
生
し
た
場

合
の
現
場
対
応
」
の
５
科
目
。
い
ず
れ
も
、

指
導
者
と
し
て
安
全
確
保
、
事
故
防
止
、

人
権
の
尊
重
、
危
機
管
理
に
必
要
な
知
見

と
し
て
知
っ
て
お
く
べ
き
内
容
で
、
大
分

県
は
講
習
の
内
容
を
検
討
し
、
本
学
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
す
れ
ば
、
質
の
担
保
は

可
能
と
判
断
し
た
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
、
運
動
部
活
動
指
導
認
定
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
長
崎
県
長
与
町
か
ら
14
人
が

受
講
、
大
体
大
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ぶ

高
知
県
か
ら
大
学
生
６
人
が
参
加
す
る
な

ど
自
治
体
と
の
連
携
が
進
ん
で
い
る
が
、

大
分
県
は
こ
れ
ま
で
で
最
大
の
規
模
と
な

る
。

大
分
県
が
本
学
講
座
採
用

運
動
部
活
動
指
導
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の
前
島
悦
子
教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
医
学
）
が
一
般

社
団
法
人
日
本
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
・
フ
レ
イ
ル
学
会
か
ら
「
第
1
回
サ

ル
コ
ペ
ニ
ア
・
フ
レ
イ
ル
指
導
士
活
動
奨
励
賞
」
を
贈
呈
さ
れ
た
。

本
学
が
長
年
に
わ
た
り
地
域
と
の
協
働
で
実
践
し
て
き
た
「
体
力
若

返
り
講
座 

i
n 

大
阪
体
育
大
学
」
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ

た
。体

力
若
返
り
講
座
は
2
0
1
3
年
に
開
講
さ
れ
、
健
康
に
関
す
る

講
義
と
運
動
実
践
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
10
年
以

上
に
わ
た
り
地
域
の
方
々
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
て
き
た
。
健
康

科
学
コ
ー
ス
の
学
生
が
地
域
住
民
の
方
々
と
と
も
に
運
動
に
取
り
組

み
、
サ
ポ
ー
ト
や
指
導
を
行
う
点
に
特
色
が
あ
る
。
学
生
は
こ
の
活

動
を
通
し
て
、
中
高
齢
者
の
身
体
特
性
や
健
康
課
題
を
学
び
、
健
康

づ
く
り
の
専
門
家
と
し
て
の
素
養
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

第
12
回
日
本
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
・
フ
レ
イ
ル
学
会
大
会
（
11
月
1
〜

2
日
、
熊
本
県
）
の
受
賞
者
講
演
で
は
、
前
島
教
授
が
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
や
講
座
の
特
徴
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

前
島
教
授
は
「
体
育
系
大
学
が
有
す
る
『
ス
ポ
ー

ツ
・
運
動
』
と
い
う
資
源
を
活
か
し
、
地
域
住
民

の
身
体
機
能
の
維
持
・
向
上
に
寄
与
で
き
る
こ
と

を
認
め
て
い
た
だ
き
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
を
一
体
的

に
進
め
な
が
ら
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献
し

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

前島教授に活動奨励賞
日本サルコペニア・フレイル学会

大分県庁で開催された大阪体育大学運動部活動指導
認定プログラムの講義

「自分の指導観を問い直すことが必要」と講義する
中尾豊喜教授

第1回サルコペニア・フレイル指導士活動奨励賞を受賞し、
受賞講演をする前島悦子教授

名 誉 教 授 �　 和 田 隆 夫

『旧約聖書ヨブ記』のヨブ像

コラム

◆
◇
「
ス
ポ
ー
ツ
を
見
る

権
利
」
を
ど
う
考
え
ま
す

か
。
野
球
の
ワ
ー
ル
ド
・

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ

ッ
ク
（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
、
来
年
３
月
）
の
放
映
権

を
、米
国
の
Ｎ
ｅ
ｔ
ｆ
ｌ
ｉ
ｘ
が
獲
得
し
、

侍
ジ
ャ
パ
ン
の
試
合
が
国
内
の
地
上
波
で

は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
可
能
性
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

◆
◇
子
ど
も
の
野
球
離
れ
が
深
刻
で
す
。

日
本
高
校
野
球
連
盟
に
よ
る
と
、
今
年
の

硬
式
野
球
部
員
数
は
12
万
５
３
８
１
人

で
、
20
年
前
か
ら
22
％
減
り
ま
し
た
。
少

子
化
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
す
。

◆
◇
一
番
心
を
痛
め
て
い
る
の
は
、
大
谷

翔
平
選
手
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
２
年

前
、
日
本
全
国
の
小
学
校
約
２
万
校
に
約

６
万
個
の
グ
ラ
ブ
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
日

本
人
大
リ
ー
ガ
ー
と
し
て
い
ち
早
く
Ｗ
Ｂ

Ｃ
出
場
を
宣
言
し
た
の
も
、
子
ど
も
た
ち

に
野
球
の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い

の
表
れ
で
し
ょ
う
。
そ
の
大
谷
選
手
の
雄

姿
を
、
お
金
を
払
え
な
い
家
の
子
ど
も
は

ラ
イ
ブ
で
視
聴
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

◆
◇
先
日
の
「
ス
ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ
ア
論
」

の
授
業
で
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ア
ク
セ
ス

権
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
誰
も
が
自
由

に
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
権
利
で
、
英

国
で
は
法
律
で
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
、
五
輪
な

ど
関
心
が
極
め
て
高
い
ス
ポ
ー
ツ
は
無
料

放
送
で
視
聴
で
き
る
権
利
を
保
障
し
て
い

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
が
深
く
根
づ
い

て
い
る
国
だ
か
ら
こ
そ
の
制
度
で
す
。
日

本
も
、
英
国
並
に
ス
ポ
ー
ツ
が
リ
ス
ペ
ク

ト
さ
れ
る
国
に
な
る
よ
う
祈
り
ま
す
。

�

【
大
坪
康
巳
】
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アンデルセンの「絵のない絵本」は、夜に出る月が、貧しい画家を慰
めるために、自分が見てきた世界の話をする短編集である。これに加え
てもよい話がある。もちろん、月の出ている、ある夜の出来事である。

人は、人生の重大ごとを決めるとき、悩みに悩み、相談もして決断す
るが、それでも不安は大きくなっていくものだ。今回は、悩み抜いたあ
と、「こんな決め方もあるのだ」という物語である。

私は、1981年春、西ベルリン（当時）に半年滞在し、秋にはフライ
ブルクへ移動した。西ベルリンではゲーテ・インスティトゥートで四ヶ
月ドイツ語会話を習っていた。当時「西」という冠のついたベルリン
は、不思議な空間だった。ベルリンのジャズを聴きたいという密かな望
みから、西ベルリンのゲーテ・インスティトゥートを選び、奇妙だが愛
すべき人たちと濃密な時間を過ごした。本誌221号で紹介した作家・田
中小実昌さんとの出会いもその一つである。
当時はトルコ人の多いWedding地区の学生寮に住んでいた。同じ学生
寮に住んでいたプロイエッティ氏とはよく遊んだ。彼はアルゼンチンか
ら来た形成外科医だった。
７月のある日、彼に誘われて、「ベルリンの壁」近くの、クロイツベ
ルクの廃墟のようなビルに行った。当時、「ベルリンの壁」近くのビル
の多くは無人で荒れ果てていた。そこへ若者たちが忍び込み、不法に占
拠して、住みついていた。Hausbesetzer（家屋の不法占拠者）と呼ばれ
ていた。これに対して警察は立退きの強制執行を行なっていた。すると
ベルリン市の対応に対して激しい抗議デモが起こり、この年九月には死
者まで出る騒ぎになった。

朽ち果てようとする建物の中庭に、一人の男が籐の椅子に座ってい
た。口ひげをたくわえていた。日に焼けた肌に穏やかな目を持ってい
た。彼は、瓦礫のほかには何もない中庭で、夏の暑さと闘うように、上
半身は裸だった。
ギュンター（仮名）と名乗った。生ぬるいコーラの缶を渡され、私た
ちは大きな瓦礫に腰かけ、挨拶の後、黙りこみ、影が長くなり、星が見
えるまでそこにいた。
ギュンターはHausbesetzerで、私より年上の、小さな劇団を主宰す
る大学生だった。
それからは、ゲーテ・インスティトゥートの授業が午前中に終わる
と、アフリカ出身の友人たちとピンポンをするか、ギュンターのベース
（基地）に行くかしたものだ。

九月のある晩、ギュンターの劇団の公演終了後、打ち上げに参加し
た。打ち解けた雰囲気のパーティは、いっせいに「これで終わり」で終
わらなかった。帰ろうと思った者から、何の屈託もなく、「さようなら」
と言って、帰っていった。
参加者が半分くらい帰った頃になってようやく、みんな「そろそろ潮
時」と思ったのか、ぞろぞろと店を出た。
ギュンターの彼女のアンドレアは、アンのアパートに泊まると言う
と、あっさり行ってしまった。
ぼくはギュンターと歩いてベースに帰ることにした。

空を見上げると、月は中天にあった。日本画家が面相筆で一筆さっと
描いたような、印象深い、これ以上ないというほど細い月だった。
そして180度の全天はポプラの木々で囲まれ、黒い縁取りをされてい
て、星は象眼されたように一面に散りばめられていた。
七月の半ばだというのに、冷気が私を抱くように寄り添ってくる。そ
れを、ときおり吹く風が邪魔をする。ポプラの木も、この風に邪魔され
て眠れないようだ。
たわいもない話をしていたように思う。もう午前二時を過ぎていただ
ろう。さすがに歩く人は見かけなかった。
しばらく二人とも黙って歩いた。
ギュンターは低い声で喋りだした。
「イギリスのグラスゴーへ、アンドレアと英語の勉強に行ったときさ。
もう研修の終りかけの、そう、ちょうど今頃かな。土産物屋に行ったの
さ」
「うん」

「そこで、ありふれた物を見つけた。幸運の蹄鉄さ。それがたつたの
３ポンドなのさ。買ったんだけど」
「ありふれていないよ。そんな物を売っているなんて聞いたことがな
い」
「まだ、話はこれからさ。その晩、なんか本当に幸運がやって来そう
な気分になってきた。アンドレアが、町の外れにある、ちっちゃなホー
ルでリュートのコンサートがあることを思い出した。それも飛び切り安
かったこともさ。いつもならそんなコンサートに行くはずないのに」
ギュンターは空を見上げ、
「・・・・いいコンサートだった。その晩、イギリスもまんざら悪く
ないと思ったよ。そして、部屋に帰ってきたら、きれいさっばりやられ
ていた。イギリスの泥棒はきちょうめんだね、全部持っていったよ」
「えっ」
「でもありがたいことに、幸運の蹄鉄だけはベツトの上に置いてあっ
たんだ。本当に幸運の蹄鉄だろ」
ぼくたちは動くもののいない大通りの真ん中で笑い続けた。
「どうしてそんな話をするの」
「その蹄鉄がぼくさ」
答えようがなかった。
「タカはどうするんだ」
えっ、不意をつかれた。どうするんだと言われても。当時の私は自分
をどうするか考えたことがなかった。何を食べるのか、何を着るのかは
一生懸命考えるし、よく知っているほうだと思う。ただ、それは「何を
するか」「何をすべきか」を決めたことにはならない。自分のすること
は決まっていて、ただどれを選択するのかを決めるだけだった。「何を
するか」、「何をすべきか」は、いつも自明のことのように私の前に存在
しており、考える前に決まっていた。残っているのは、そのあとの選択
だけだった。

ギュンターは突然走りだした。
「決めるぞ」
「何を」
「ぼくの未来さ」
ギュンターは石垣を指さした。
「あそこを見ろ。目を閉じて歩くぞ。右に落ちれば演劇を続ける。左
に落ちれば教師になる。証人になってくれ」
ギュンターは石垣に飛び乗った。
私は息を止めて見守った。
彼は、空を見上げて、目を閉じ、静かに歩きだした。
私はすぐ後ろを歩いた。
ギュンターは簡単に落ちなかった。まるで未来を決めたくないかのよ
うに、まっすぐ歩いている。
暖かい風が地面を這うように吹いてきた。石垣にあたり、ギュンター
を下から軽く吹きあげた。彼の肩が小さく揺れる。それを契機に、小刻
みに身体全体が揺れだした。ギュンターは揺れを認めたくないように、
歩調を速めだした。
左右の揺れが大きくなったかと思うと突然右足が大きく上がり、左へ
肩から落ちていった。
慌てて駆け寄った時、彼は左肩を下に
して激しく呼吸していた。
声をかけようとしたが、止めた。こん
なふうに決めてもいいのだと思った。
太古の神事を見たような、心の満足が
あった。
この顛末を見ていた月は、明日きっと、
貧しい画家に話をするに違いない。

その後、ギュンターはギムナジウムの
国語教師になり、50を過ぎてゲーテの研
究で博士号をとった。最近はバーデン地
方の伝統料理に凝っている。

月は見ている
大
分
県
が
11
月
２

日
、
県
庁
で
地
域
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成

講
習
会
を
開
催
し
た
。

本
学
の
オ
ン
ラ
イ
ン

講
座「
運
動
部
活
動
指

導
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
活
用
し
て
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
を
養
成
す

る
も
の
で
、県
内
３
大

学
の
55
人
が
ス
ポ
ー

ツ
科
学
部
・
中
尾
豊
喜

教
授
（
学
校
教
育
学
）
の
講
義
を
受
講
し

た
。大

分
県
は
国
が
進
め
る
運
動
部
活
動
の

地
域
展
開
に
向
け
て
、
2
0
2
8
年
度
ま

で
の
３
年
間
で
県
内
在
住
の
学
生
2
5
0

人
に
本
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
さ
せ
る

計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

受
講
科
目
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
必
修
60
時

間
の
う
ち
、
集
合
講
習
10
時
間
と
オ
ン
デ

マ
ン
ド
講
習
10
時
間
の
計
20
時
間
。
修
了

者
は
県
教
委
が「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
」

と
し
て
認
定
し
、
資
格
取
得
後
は
大
分
県

人
材
バ
ン
ク
（
ク
ラ
サ
ポ
お
お
い
た
）
に

登
録
し
て
も
ら
う
。

大
分
県
が
大
体
大
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
採

用
し
た
理
由
は
、
指
導
者
の
倫
理
面
で
の

質
の
担
保
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
講
習
は
「
心

停
止
・
頭
頚
部
外
傷
・
熱
中
症
へ
の
対
応
」

「
安
全
・
障
害
予
防
に
関
す
る
知
識
・
技
能

の
指
導
」「
体
罰
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根
絶

に
向
け
て
」「
女
子
生
徒
・
障
害
の
あ
る
生

徒
な
ど
へ
の
配
慮
」「
事
故
が
発
生
し
た
場

合
の
現
場
対
応
」
の
５
科
目
。
い
ず
れ
も
、

指
導
者
と
し
て
安
全
確
保
、
事
故
防
止
、

人
権
の
尊
重
、
危
機
管
理
に
必
要
な
知
見

と
し
て
知
っ
て
お
く
べ
き
内
容
で
、
大
分

県
は
講
習
の
内
容
を
検
討
し
、
本
学
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
す
れ
ば
、
質
の
担
保
は

可
能
と
判
断
し
た
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
、
運
動
部
活
動
指
導
認
定
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
長
崎
県
長
与
町
か
ら
14
人
が

受
講
、
大
体
大
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ぶ

高
知
県
か
ら
大
学
生
６
人
が
参
加
す
る
な

ど
自
治
体
と
の
連
携
が
進
ん
で
い
る
が
、

大
分
県
は
こ
れ
ま
で
で
最
大
の
規
模
と
な

る
。

大
分
県
が
本
学
講
座
採
用

運
動
部
活
動
指
導
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の
前
島
悦
子
教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
医
学
）
が
一
般

社
団
法
人
日
本
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
・
フ
レ
イ
ル
学
会
か
ら
「
第
1
回
サ

ル
コ
ペ
ニ
ア
・
フ
レ
イ
ル
指
導
士
活
動
奨
励
賞
」
を
贈
呈
さ
れ
た
。

本
学
が
長
年
に
わ
た
り
地
域
と
の
協
働
で
実
践
し
て
き
た
「
体
力
若

返
り
講
座 

i
n 

大
阪
体
育
大
学
」
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ

た
。体

力
若
返
り
講
座
は
2
0
1
3
年
に
開
講
さ
れ
、
健
康
に
関
す
る

講
義
と
運
動
実
践
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
10
年
以

上
に
わ
た
り
地
域
の
方
々
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
て
き
た
。
健
康

科
学
コ
ー
ス
の
学
生
が
地
域
住
民
の
方
々
と
と
も
に
運
動
に
取
り
組

み
、
サ
ポ
ー
ト
や
指
導
を
行
う
点
に
特
色
が
あ
る
。
学
生
は
こ
の
活

動
を
通
し
て
、
中
高
齢
者
の
身
体
特
性
や
健
康
課
題
を
学
び
、
健
康

づ
く
り
の
専
門
家
と
し
て
の
素
養
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

第
12
回
日
本
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
・
フ
レ
イ
ル
学
会
大
会
（
11
月
1
〜

2
日
、
熊
本
県
）
の
受
賞
者
講
演
で
は
、
前
島
教
授
が
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
や
講
座
の
特
徴
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

前
島
教
授
は
「
体
育
系
大
学
が
有
す
る
『
ス
ポ
ー

ツ
・
運
動
』
と
い
う
資
源
を
活
か
し
、
地
域
住
民

の
身
体
機
能
の
維
持
・
向
上
に
寄
与
で
き
る
こ
と

を
認
め
て
い
た
だ
き
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
を
一
体
的

に
進
め
な
が
ら
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献
し

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

前島教授に活動奨励賞
日本サルコペニア・フレイル学会

大分県庁で開催された大阪体育大学運動部活動指導
認定プログラムの講義

「自分の指導観を問い直すことが必要」と講義する
中尾豊喜教授

第1回サルコペニア・フレイル指導士活動奨励賞を受賞し、
受賞講演をする前島悦子教授

名 誉 教 授 �　 和 田 隆 夫

『旧約聖書ヨブ記』のヨブ像

コラム

◆
◇
「
ス
ポ
ー
ツ
を
見
る

権
利
」
を
ど
う
考
え
ま
す

か
。
野
球
の
ワ
ー
ル
ド
・

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ

ッ
ク
（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
、
来
年
３
月
）
の
放
映
権

を
、米
国
の
Ｎ
ｅ
ｔ
ｆ
ｌ
ｉ
ｘ
が
獲
得
し
、

侍
ジ
ャ
パ
ン
の
試
合
が
国
内
の
地
上
波
で

は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
可
能
性
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

◆
◇
子
ど
も
の
野
球
離
れ
が
深
刻
で
す
。

日
本
高
校
野
球
連
盟
に
よ
る
と
、
今
年
の

硬
式
野
球
部
員
数
は
12
万
５
３
８
１
人

で
、
20
年
前
か
ら
22
％
減
り
ま
し
た
。
少

子
化
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
す
。

◆
◇
一
番
心
を
痛
め
て
い
る
の
は
、
大
谷

翔
平
選
手
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
２
年

前
、
日
本
全
国
の
小
学
校
約
２
万
校
に
約

６
万
個
の
グ
ラ
ブ
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
日

本
人
大
リ
ー
ガ
ー
と
し
て
い
ち
早
く
Ｗ
Ｂ

Ｃ
出
場
を
宣
言
し
た
の
も
、
子
ど
も
た
ち

に
野
球
の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い

の
表
れ
で
し
ょ
う
。
そ
の
大
谷
選
手
の
雄

姿
を
、
お
金
を
払
え
な
い
家
の
子
ど
も
は

ラ
イ
ブ
で
視
聴
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

◆
◇
先
日
の
「
ス
ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ
ア
論
」

の
授
業
で
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ア
ク
セ
ス

権
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
誰
も
が
自
由

に
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
権
利
で
、
英

国
で
は
法
律
で
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
、
五
輪
な

ど
関
心
が
極
め
て
高
い
ス
ポ
ー
ツ
は
無
料

放
送
で
視
聴
で
き
る
権
利
を
保
障
し
て
い

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
が
深
く
根
づ
い

て
い
る
国
だ
か
ら
こ
そ
の
制
度
で
す
。
日

本
も
、
英
国
並
に
ス
ポ
ー
ツ
が
リ
ス
ペ
ク

ト
さ
れ
る
国
に
な
る
よ
う
祈
り
ま
す
。
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